
広 報
12

2019
No.895

～市内全ての学校にタブレットを導入～～市内全ての学校にタブレットを導入～
「わかる」「できる」 を実感する新しい学び「わかる」「できる」 を実感する新しい学び
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　　市の財政が厳しくなります～

特集

シリーズ

高度情報化が進む現代に求められ
る能力を育成する一環で、市内全
ての小・中・特別支援学校にタブ
レット計1,140台を導入しました。
10月から各学校の授業で活用が
始まっています。（11月14日）
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学校の授業でタブレットを使っています！

　
　
　

度
情
報
化
が
進
む
現
代
、
学
校

　
　
　

に
お
け
る
教
育
も
大
き
く
様
変

わ
り
し
つ
つ
あ
り
ま
す
。

　

世
界
的
に
デ
ジ
タ
ル
化
が
進
む
時
代

に
求
め
ら
れ
る
の
は
、「
自
ら
考
え
、

自
ら
判
断
し
、
自
ら
行
動
す
る
」
能
力

で
す
。

　

こ
の
よ
う
な
能
力
を
育
成
す
る
一
環

と
し
て
、
三
木
市
で
は
、
市
内
全
て
の

小
・
中
・
特
別
支
援
学
校
へ
計
1
，

1
4
0
台
の
タ
ブ
レ
ッ
ト
の
導
入
を
は

じ
め
、
教
育
現
場
で
の
デ
ジ
タ
ル
環
境

を
整
備
し
ま
し
た
。
今
年
10
月
か
ら
各

学
校
の
授
業
で
活
用
し
て
お
り
、
学
習

効
果
や
子
ど
も
た
ち
の
学
ぶ
意
欲
を
高

め
な
が
ら
、
よ
り
「
わ
か
る
」「
で
き
る
」

学
び
を
め
ざ
し
て
い
ま
す
。

　

今
月
号
で
は
、
従
来
の
授
業
の
形
に

タ
ブ
レ
ッ
ト
を
活
用
す
る
こ
と
に
よ
る

新
た
な
教
育
の
形
に
つ
い
て
紹
介
し
ま

す
。

　

タ
ブ
レ
ッ
ト
導
入
の
メ
リ
ッ
ト

　

タ
ブ
レ
ッ
ト
は
、
デ
ス
ク
ト
ッ
プ
型
、

ノ
ー
ト
型
パ
ソ
コ
ン
と
違
い
、
い
つ
で

も
、
ど
こ
で
も
手
軽
に
使
え
る
と
こ
ろ

が
最
大
の
特
徴
で
す
。

　

小
型
で
持
ち
や
す
く
、
無
線
Ｌ
Ａ
Ｎ

高

「わかる」「できる」を実感する新しい学び
～市内全ての学校にタブレットを導入～～市内全ての学校にタブレットを導入～

を
搭
載
し
て
い
る
た
め
、
校
内
の
ほ
と

ん
ど
の
場
所
で
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
が
使

用
で
き
ま
す
。
タ
ブ
レ
ッ
ト
が
手
元
に

あ
れ
ば
、
知
り
た
い
こ
と
を
そ
の
場
で

調
べ
ら
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
に
は
カ
メ
ラ
機

能
や
タ
ッ
チ
ペ
ン
で
直
接
入
力
で
き
る

機
能
な
ど
、
学
習
に
効
果
的
な
シ
ス
テ

ム
が
多
く
搭
載
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ

ら
の
機
能
を
使
う
こ
と
で
、
こ
れ
ま
で

多
く
の
手
間
や
時
間
を
費
や
し
て
き
た

こ
と
を
短
時
間
で
済
ま
せ
る
こ
と
が
で

き
、
学
習
に
と
っ
て
最
も
大
切
な
「
考

え
る
時
間
」
を
確
保
で
き
ま
す
。

　

カ
メ
ラ
機
能
の
活
用

　

タ
ブ
レ
ッ
ト
導
入
後
、
多
く
の
授
業

で
活
用
さ
れ
て
い
る
の
が
カ
メ
ラ
機
能

で
す
。

6年生
立脇 さん

6年生
南 さん

4年生
上田 さん

4年生
和木 さん

友達との意見交換や資
料探しが簡単になった
ため、スムーズに課題
を進められるようにな
りました。

研究の作業を速くでき
るようになりました。
今後は自分で考えたテ
ーマでの研究にも挑戦
したいです。

手書きの頃よりも図形
が簡単に作れるので、
ノートなどをきれいに
まとめられるようにな
りました。

タブレットに書いた内
容をそのままスクリー
ンに映し出せるので、
発表がしやすくなりま
した。

　

例
え
ば
、
理
科
の
授
業
で
は
、
実
験

の
様
子
を
撮
影
し
、
そ
の
画
像
や
動
画

を
使
っ
て
実
験
を
再
確
認
す
る
こ
と
で
、

よ
り
理
解
が
深
ま
り
、
分
か
り
や
す
く

発
表
す
る
こ
と
に
繋
げ
ら
れ
ま
す
。

　

カ
メ
ラ
機
能
の
活
用
は
、
学
び
に
新

た
な
広
が
り
を
も
た
ら
し
ま
す
。
そ
の

時
、
そ
の
瞬
間
を
捉
え
、
物
事
を
よ
り

細
か
く
正
確
に
読
み
取
る
こ
と
で
、
よ

り
深
い
学
び
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　

グ
ル
ー
プ
学
習
の
充
実

　

タ
ブ
レ
ッ
ト
は
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
で

も
効
果
を
発
揮
し
ま
す
。

　

グ
ル
ー
プ
で
1
つ
の
画
面
を
操
作
し

な
が
ら
意
見
交
換
や
発
表
な
ど
の
学
習

活
動
を
行
う
こ
と
で
、
互
い
に
学
び
合

う
活
動
が
一
層
活
発
に
な
り
、
思
考
力

や
表
現
力
が
育
成
さ
れ
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
先
生
の
手
元
の
タ
ブ
レ
ッ

ト
で
各
グ
ル
ー
プ
の
作
業
を
把
握
で
き

る
た
め
、
よ
り
ス
ム
ー
ズ
な
指
導
が
可

能
に
な
り
ま
す
。

6年生が作成した平和新聞。
タブレット導入により作業
時間を大幅に短縮できた。

画面拡大や書き込み、図形の変形・移
動などが可能となり、より深い学びを
促進することができる。

　

兵
庫
県
内
初
！

　

全
学
校
の
タ
ブ
レ
ッ
ト
に

　

Ｕ
Ｄ
フ
ォ
ン
ト
を
導
入

　
今
回
導
入
し
た
タ
ブ
レ
ッ
ト
に
は
文

字
の
形
が
分
か
り
や
す
く
、
読
み
や
す

い
「
Ｕ
Ｄ
（
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ

ン
）
フ
ォ
ン
ト
」
を
、
県
内
の
自
治
体

で
初
め
て
採
用
し
ま
し
た
。

　
こ
の
フ
ォ
ン
ト
は
従
来
の
書
体
よ
り

も
誤
読
が
少
な
い
よ
う
に
工
夫
さ
れ
た

も
の
で
す
。

　
文
部
科
学
省
の
調
査
で
は
、
小
中
学

校
の
子
ど
も
の
約
4
・
5
％
に
学
習
障

害
の
疑
い
が
あ
る
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

中
で
も
文
字
の
読
み
書
き
に
課
題
を
持

つ
子
ど
も
た
ち
や
弱
視
の
子
ど
も
た
ち

に
と
っ
て
、
Ｕ
Ｄ
フ
ォ
ン
ト
が
有
効
と

実
証
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
Ｕ
Ｄ
フ

ォ
ン
ト
は
読
み
書
き
に
困
難
の
な
い
人

に
と
っ
て
も
読
み
や
す
く
感
じ
る
こ
と

か
ら
、
学
力
や
学
習
意
欲
の
向
上
が
期

待
で
き
ま
す
。

　

プ
リ
ン
ト
学
習
シ
ス
テ
ム
を

　

導
入

　

子
ど
も
向
け
問
題
デ
ー
タ
ベ
ー
ス

「
プ
リ
ン
ト
ひ
ろ
ば
」
を
活
用
し
、

日
々
の
授
業
や
補
充
学
習
、
家
庭
学
習

に
お
い
て
、
習
熟
度
に
合
わ
せ
た
課
題

プ
リ
ン
ト
を
選
択
し
て
学
習
で
き
ま
す
。

　
ま
た
、
チ
ェ
ッ
ク
シ
ー
ト
「
学
び
の

地
図
」
を
活
用
し
、
学
習
の
取
組
状
況

を
確
認
す
る
こ
と
で
、
学
習
意
欲
を
維

持
・
向
上
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

32
ペ
ー
ジ
で
は
、
授
業
で
タ
ブ
レ

ッ
ト
を
活
用
す
る
先
生
か
ら
の
コ
メ

ン
ト
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

■問・（市）学校教育課
　・教育センター　☎83ー2020

「わかる」「できる」を実感する新しい学び
特集
S P E C I A L
F E A T U R E
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施設カルテを
公表しています。

少
子
・
高
齢
化
対
策
で

社
会
保
障
費
が
増
加

　

少
子
・
高
齢
化
が
進
み
、
市
の
財
政

支
出
の
内
訳
が
変
化
し
て
い
ま
す
。

　

2
0
0
5
年
度
に
お
け
る
生
活
困
窮

者
や
高
齢
者
、
児
童
、
障
が
い
の
あ
る

方
な
ど
の
支
援
に
要
す
る
費
用
（
扶
助

費
：
注
①
）
は
34
億
円
で
し
た
が
、

2
0
1
7
年
度
に
は
68
億
円
と
な
り
、

12
年
間
で
約
2
倍
に
増
加
し
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
主
に
高
齢
者
の
増
加
と
子
育

て
支
援
の
必
要
性
が
増
し
た
こ
と
に
よ

る
も
の
で
す
。

　

一
方
、
人
件
費
は
職
員
数
の
削
減
に

よ
り
68
億
円
か
ら
44
億
円
（
▲
24
億
円
）、

借
金
の
返
済
に
要
す
る
費
用
（
公
債

費
：
注
②
）
は
53
億
円
か
ら
31
億
円

（
▲
22
億
円
）
と
な
る
な
ど
、
扶
助
費

の
増
加
分
を
こ
れ
ら
の
減
少
分
で
補
う

こ
と
が
で
き
て
い
ま
し
た
が
、
扶
助
費

は
今
後
も
増
加
し
続
け
る
と
見
込
ん
で

い
ま
す
（
グ
ラ
フ
3
）。

安
定
し
た
財
政
運
営
と

適
切
な
公
共
サ
ー
ビ
ス
の

両
立
を
め
ざ
し
て

　

三
木
市
の
財
政
状
況
は
今
後
、
増
え

続
け
る
支
出
に
対
し
、
収
入
が
伸
び
な

い
こ
と
が
見
込
ま
れ
、
公
共
施
設
の
更

人
口
は
減
少
、総
延
床
面
積
は

増
加

　

三
木
市
は
1
9
7
0
〜
8
0
年
代
に

か
け
て
緑
が
丘
な
ど
の
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン

開
発
に
よ
り
急
激
に
人
口
が
増
加
し
、

学
校
や
集
会
施
設
な
ど
の
公
共
施
設
を

集
中
的
に
整
備
し
て
き
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
1
9
9
7
年
の
8
万
8
千

人
※
を
ピ
ー
ク
に
人
口
は
減
少
に
転
じ

ま
し
た
が
、
施
設
は
そ
の
後
も
増
加
し
、

現
在
2
1
0
施
設
、
総
延
床
面
積
は
約

3
2
．
7
万
㎡
と
な
っ
て
い
ま
す
（
グ

ラ
フ
1
）。
市
民
一
人
あ
た
り
の
面
積

で
は
、
4
．
2
㎡
に
な
り
ま
す
。

※
当
時
の
三
木
市
と
吉
川
町
の
人
口
の

　

合
計

働
き
手
が
減
り
、税
収
が
減
少

　

三
木
市
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
で
は
、

2
0
6
0
年
の
人
口
は
5
万
人
を
維
持

す
る
こ
と
を
目
標
と
し
て
い
ま
す
。

　

主
な
納
税
者
で
あ
る
15
歳
以
上
65
歳

未
満
の
働
き
手
（
生
産
年
齢
人
口
）

は
、
現
在
4
万
3
千
人
で
す
が
、
人
口

ビ
ジ
ョ
ン
で
は
、
2
0
6
0
年
に
2
万

5
千
人
を
維
持
す
る
こ
と
を
め
ざ
し
て

い
ま
す
。

　

公
共
施
設
を
将
来
に
わ
た
り
現
在
と

同
規
模
面
積
を
維
持
し
続
け
る
と
、
40

年
後
に
は
市
民
一
人
あ
た
り
の
面
積
が

6
．
5
㎡
と
な
り
、
現
在
の
1
・
5
倍

に
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
働
き
手
一
人
あ
た
り
の
面
積

で
は
、
現
在
の
7
．
6
㎡
か
ら
1
3
．

1
㎡
へ
と
1
．
7
倍
と
な
り
ま
す
（
グ

ラ
フ
2
）。

　

人
口
が
減
少
し
て
い
く
中
、
現
在
と

同
規
模
量
の
公
共
施
設
を
維
持
し
続
け

る
こ
と
は
、
市
民
一
人
あ
た
り
の
費
用

負
担
が
増
え
る
こ
と
に
な
る
た
め
、
将

来
の
人
口
規
模
に
合
っ
た
施
設
量
に
見

直
し
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

新
な
ど
に
必
要
な
財
源
の
確
保
が
大
き

な
課
題
と
な
り
ま
す
。

　

10
月
号
で
お
知
ら
せ
し
た
よ
う
に
、

10
年
後
に
は
大
規
模
改
修
の
必
要
な
公

共
施
設
が
80
％
以
上
に
な
る
こ
と
か

ら
、
施
設
の
あ
り
方
を
検
討
す
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。

　

こ
の
課
題
に
対
応
す
る
た
め
、
安
定

し
た
財
政
運
営
と
人
口
規
模
や
市
民
ニ

ー
ズ
に
合
っ
た
適
切
な
公
共
サ
ー
ビ
ス

の
提
供
の
両
立
を
め
ざ
し
、
公
共
施
設

の
再
配
置
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

　

今
後
は
、
10
月
に
作
成
し
た
各
施
設

の
現
状
を
ま
と
め
た
施
設
カ
ル
テ
の
情

報
に
つ
い
て
分
析
・
評
価
な
ど
を
行
い
、

施
設
の
あ
り
方
を
示
す
公
共
施
設
の
再

配
置
方
針
（
案
）
を
策
定
し
ま
す
。

　

次
回
は
2
月
号
に
掲
載
予
定
で
す
。

注①扶助費：
社会保障の一環。
生活困窮者、高
齢者、児童、障
がい者などへの
支援費用

注②公債費
市債（借金）の
返済や利子の支
払いに要する経
費

三木市のホームページから建物の
面積や築年数、利用状況、収支情
報などがご覧いただけます。
市役所3階情報公
開コーナーでもご
覧いただけます。

施設カルテのイメージ

三木市　施設カルテ 検索

■問（市）財政課　公共施設マネジメント係

次世代のために考える

～②少子・高齢化などの社会動向により
　　市の財政が厳しくなります～

シリーズ

公共施設
　10月号では、10年後には80％以上の公共施設が
老朽化し、今後多額の更新費用が一斉に必要になる
ことを紹介しました。
　今回は、市民のみなさまにかかる負担について考
えてみたいと思います。

1970年頃から
緑が丘などのニュー
タウン開発が本格化。

人口が減少しても施設は増加

～1960 1961～
1965

1966～
1970

1971～
1975

1976～
1980

1981～
1985

1986～
1990

1991～
1995

1996～
2000

2001～
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2006～
2010

2011～
2015

2016～
2018
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10.0

8.0

6.0

4.0

2.0

0.0

80

70

60

50

40
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億円

2005年度 2010年度 2017年度

9

8

7

6

5

4

3

（万㎡）

（年）

（万人）
人  口

32.7万㎡

7.6

4.2

6.5

13.1

人口
▼

人口
急増
期　
集中
整備

1.7倍

1.5倍

グラフ1　施設の累計面積（5年毎総延床面積）と人口の推移

グラフ3　扶助費・人件費・公債費の推移

グラフ2　市民一人あたりの施設面積の推移

生産年齢人口  1人あたり 総人口  1人あたり

2015年 2060年 2015年 2060年

68

53

44

31

68

34

人件費（24億円減少）
2005年度の0.7倍

公債費（22億円減少）
2005年度の0.6倍

扶助費（34億円増加）
2005年度の2倍

（㎡）

シリーズ
公共施設

5



みっきぃナビ

三木市役所・〒６７３－０４９２　上の丸町１０－３０・　82−2000 6広報みき ２０１９．12

し尿の汲み取り　

■問・■申■込クリーンセンター　☎83ー2212

プレミアム付商品券購入引換券の申請期限が迫っています！

最大25%もお得な

　消費税率の引き上げが家計に与える影響を緩和するとともに、
地域の消費を下支えすることを目的として、プレミアム付商品券を
発行しています。
　住民税非課税者で対象となる可能性がある方には、すでに申請書
を発送しました。申請がまだの方は、申請書に必要事項を記入、押
印の上、同封の返信用封筒で返信してください。
　制度概要などは広報みき9月号6、7ページをご覧ください。

▼申請期限　12月27日（金）消印有効
期限を過ぎると申請ができません。

■問・■申■請（市）商工振興課　商業労政係
　　　　三木市プレミアム付商品券専用ダイヤル
　　　　☎82ー2070

　年末は混み合いますので、早めに申し込んでください（申込当日の収集はできません）。

▼汲み取り期間　12月27日（金）まで。令和2年1月6日（月）以降。

■問清掃センター　☎83ー2608

●ごみの収集

●年末特別受け入れ
　▼日時　12月8日（日）、15日（日）、22日（日）

午前8時30分～11時30分、午後1時～3時30分
　年末特別受け入れは混雑するおそれがありますので平日
〔12月27日（金）まで〕の通常受け入れを利用してください。
　吉川クリーンセンターでの年末特別受け入れはしていま
せん。

●ごみの直接搬入
　▼日時　平日：12月27日(金)まで。
　　　　　　　　令和2年1月6日(月)以降。

〔12月28日（土）～令和2年1月5
日（日）は休業〕
午前8時30分～11時30分
午後1時～3時30分

【年末のごみ特別収集】
資源プラスチック　火・水曜収集地区
（三木南地区金曜収集地区を除く）

通常どおり～12月27日（金）

12月28日（土）

12月29日（日）

12月30日（月）

12月31日（火）～
令和2年1月5日（日）

1月6日（月）～

休業

通常どおり

【年末のごみ特別収集】
可燃ごみ　月・木曜収集地区
埋立ごみ・あらごみ　第１木曜収集地区

【年末のごみ特別収集】
可燃ごみ　火・金曜収集地区
埋立ごみ　第１金曜収集地区
あらごみ　第１水曜・第１金曜収集地区

12/28㈯ 29㈰ 30㈪ 31㈫ 1/1㈬ 2㈭ 3㈮ 4㈯ 5㈰施　　設　　名

年末年始  主な公共施設の休館・休場のお知らせ 休み

エフエムみっきぃは開局23周年！

　エフエムみっきぃは12月1日に開局23周年を迎えました。リスナーをはじめ、ボランティア、スポン
サーの皆様の温かいご厚情の賜物と心より深くお礼申しあげます。
　今後も下記の3点を念頭に置いて、三木の発展のため一層努力をしてまいります。
　・市民の豊かなくらしに役立つ情報の発信
　・災害などいざという時に頼りになる放送局
　・放送業務を通じて市民文化の向上・発展
●開局記念・リスナーアンケート　今年もクリスマスプレゼントを多数用意。
　▼応募期限　12月15日（日）
　▼応募方法　詳細は各番組やホームページ、無料情報紙「かみらぢお12月号」で確認してください。
　▼発表方法　12月16日（月）午後の生放送の番組内で発表します。
●12月市議会中継
　議会開会より終了までを生中継
　9日（月）～11日（水）、20日（金）　（11日は予備日）

●特別番組
　12月22日（日）　午後1時～3時
　「小野高校放送部冬休みスペシャル」

市役所、吉川支所

※1　学習コーナーのみ開館（午後5時まで）。　　※2　午後5時まで開館。
※3　健康プール、トレーニングルームのみ開館。
※4　総合体育館や屋内プールなどのスポーツ施設を含む。

総合隣保館
教育センター
男女共同参画センター、
子どもいじめ防止センター
児童センター
吉川児童館
市民活動センター
総合保健福祉センター
吉川健康福祉センター
金物資料館
サンライフ三木
ふるさとハローワーク
中小企業サポートセンター
三木山総合公園※4、吉川総合公園
文化会館、堀光美術館、みき歴史資料館
中央図書館、吉川図書館
市立公民館、青山図書館
別所ふるさと交流館
三木コミュニティスポーツセンター、
福井コミュニティセンター
勤労者体育センター、
市民体育館、吉川体育館
観光協会、旧玉置家住宅、旧小河家別邸
みきやま斎場
北播磨総合医療センター

年末年始のごみ収集・直接搬入

※1 ※1

※3 ※3 ※3
※2 ※2

76.1MHz エフエムみっきぃ　　http://www.fm-miki.jp/　　　86－0761　　86－1761　　761@fm-miki.jpFAX
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▼出張窓口の開設予定※２

地域福祉の向上に貢献
民生委員・児童委員が、厚生労働大臣から委嘱されました。

●任期　12月1日～令和4年11月30日（3年間）
●職務　援助を必要とする人に対し、生活に関する相談や助言、指導を行うほか、
　　　　福祉サービスを適切に利用するための必要な情報提供、援助に務めます。
　　　　また、住民福祉の増進を図るための活動を行います。

■問（市）福祉課　総務・高齢者福祉係

三木地区

志染地区

自由が丘地区

吉川地区

担　当　地　区 氏　　名 担　当　地　区 氏　　名 担　当　地　区 氏　　名

君が峰

大塚

大塚県住
芝町
平山
大手
東條町
滑原
大宮
上町
明石町
宮前
大日
杣宮
清水
中町
丸一
下町
前田

栄町

新宿
末広
神明
大開
宿原
与呂木・与呂木青葉台・平井
久留美
岩宮
跡部
加佐東
加佐西・加佐育英ハイツ
ロ－レルハイツ三木

平田

大村

鳥町

向陽園
東紫美ケ丘
えびす
宿原松が丘

前野  壽美子
村上  朱美
田中  勝成
戸川  理惠
山本  芳博
山下  揮正
山本  一巳
近藤  博子
井上  惠子
畑中  美由貴
岡野  陽明
原田  巧
志智  久美子
市橋  秀
　山  正弘
平山  督紘
秋田  豊彦
岩谷  季子
横山  昭榮
佐藤  博子
岩﨑  良子
藤原  和実
久米  多美子
岡田  純子
小林  勝之
岩本  素子
髙見  淸　
本郷  和孝
子谷  正剛
藤田　和弘
粂　慶一
向山　美津子
戸田  均
木本  寿都子
十王寺　強
岡部　昭彦
吉田　泰裕
黒田　節夫
清水　利通
杉本　さわゑ
長曽我部  次郎
竹本  雅子
岩本  富美子

戸田

三津田
御坂
大谷・井上
志染中・安福田
窟屋
高男寺・細目・四合谷
東吉田
吉田

藤井　晃正
會田　道雄
中谷　邦明
藤原　延憲
稲葉　洋
米田　明男
井口　直樹
吉田　康子
財田　道彦
森田　直道

東自由が丘1丁目

あかねが丘

北地区

中自由が丘1丁目

中自由が丘2丁目

白菊

西地区

学校北
ピアン
志染公団自治会
あさひが丘
自由が丘本町2丁目

自由が丘本町3丁目

宇都宮　陸良
田中　清子
定永　好子
金丸　美代子
岡下　常子
尾上　末美
本田　則生
前田　俊彦
藤井　泰子
免古地　裕子
増本　啓子
日高　均
田付　廣司
木場　五十鈴
岩谷　ハル子
﨑田　久美子
大槻　豊子
安保　由起江
村谷　富美子
小泉　昭一
後迫　利治
谷村　弘子
岡部　　子

稲田・緑台
金会
福吉・毘沙門
市野瀬・東田
楠原・奥谷
豊岡・南豊岡
南水上・北水上
吉安上・吉安下・米田
大沢・大畑
鍛治屋・貸潮
山上・長谷・上松
田谷・湯谷・西奥
みなぎ台北
みなぎ台東・みなぎ台南
新田・冨岡
上荒川・畑枝・福井
前田・上中
古川・実楽
古市・有安・ひばりが丘

田㞍　日出子
品脇　稔
上𦚰　康宏
谷井　弘子
中野　廣三
西谷　義治
衣笠　美好
藤田　正利
上中　文昭
藤田　武美
藤田　均
小西　大次郎
大前　政博
小谷　幸夫
谷石　昌一
春本　里美
谷郷　早百合
岩﨑　浩
織田　利秀

主任児童委員
三木

三木南
別所
志染
細川
口吉川
緑が丘・青山
自由が丘

吉川

吉田  直子
藤原  明子
中西  純子
大北  由美子
岡田  敏子
岡本  まり子
中井  靖子
森口  恵子
益田  俊幸
杉原  千二三
吉田  修恵

細川地区
大二谷・入野
小二谷・上南
荻谷・下南・原坂
上芝原・鍛治・下芝原・谷口
増田・大柿・佐野
金屋・桃津
高篠・高畑
脇川・西
細川中上
細川中

常深　艶子
常深　輝夫
藤原　巧
　山　庸悦
木梨　みちよ
椿原　敏曷
米村　陽太郎
本岡　亨
滝本　英徳
前田　哲夫

口吉川地区 
久次
里脇・槇
大島
笹原
殿畑
桾原・東中
東・馬場・蓮花寺
西中・桃坂

西臺　利正
岩﨑　久男
藤枝　聡司
杉本　潔
山﨑　広治
石井　保博
藤田　好美
岸本　みつる

緑が丘地区 
東1丁目

東2丁目
東3丁目
東4丁目
中1丁目
中2丁目
中3丁目
西1丁目
西2丁目
西4・5丁目

本町

白尾　道雄
山西　勉
長井　里子
石橋　仁
稲岡　奈津子
三宅　禮子
加藤　加代子
片山　哲子
栗山　壽美子
片嶋　次郎
笹谷　正康
堀川　聖子
小林　美子

青山地区
青山1丁目
青山2丁目

森　由美子
西畑　種嗣

西這田南
花尻
石野

下石野

正法寺・和田
相野
興治・大山

朝日ケ丘

朝日ケ丘南

戸田　みち代
畠　克秀
巻藁　甲子生
横山　隆平
中里　美子
廣兼　良一
天谷　増美
今榮　孝至
藤江　清史
綱崎　光信
松本　英一

青山4丁目
青山5・7丁目
青山6丁目

有野　勇
渡邊　光夫
木村　久子

三木南地区 
城山
南ヶ丘
新広陽
小林桜ヶ丘
ロ－レルハイツ北神戸
小林
広野1･2丁目
広野3･4丁目
広野5～8丁目

清原　満子
田畑　初美
田中　節代
山内　克彦
清水　みゆき
𩵋住　真子
藤原　啓子
東　　洋
藤本　万里子

別所地区
高木
高木県住
東這田
西這田北
委員が未定などの地区については掲載していません。    （敬称略）

藤木　登志子
梨木　正
守澤　恵理子
大東　逸夫

　
三
木
市
空
き
家
等
の
適
正
管
理
に
関

す
る
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て
の
意

見
や
提
案
を
募
集
し
ま
す
。

▼
募
集
期
間
　
12
月
17
日
（火）
〜
令
和
2

　
年
1
月
24
日
（金）

▼
公
表
場
所

・
市
役
所
　
2
階
生
活
環
境
課

・
市
役
所
　
3
階
情
報
公
開
コ
ー
ナ
ー

・
吉
川
支
所
　
市
民
生
活
課

・
各
市
立
公
民
館

・
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

▼
提
出
方
法
　
住
所
、
氏
名
、
電
話
番

　
号
、
意
見
を
明
記
し
、
次
の
い
ず
れ

　
か
の
方
法
で
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　
・
（市）
生
活
環
境
課
の
窓
口
に
提
出

　
・
市
民
の
声
の
箱
（
吉
川
支
所
・
各

　
市
立
公
民
館
に
設
置
）
に
投
函

　
・
郵
送

　
・
F
A
X

　
・
メ
ー
ル

■問
・
■提
■出
（市）
生
活
環
境
課

　
　
　
　

　
8
2
ー
9
7
9
2

publiccom
m
ent@

city.m
iki.lg.jp

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト

を
募
集

FAX

▼メールは
　こちら

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
取
得
し
ま
し
ょ
う

　
身
分
証
明
書
と
し
て
の
利
用
や
住
民

票
な
ど
の
証
明
書
コ
ン
ビ
ニ
交
付
な
ど

利
用
可
能
な
場
面
が
広
が
っ
て
い
る
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
。

　
広
報
み
き
11
月
号
6
、
7
ペ
ー
ジ
で

は
、
窓
口
で
の
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

の
申
請
方
法
や
今
後
予
定
さ
れ
て
い
る

新
ポ
イ
ン
ト
制
度
な
ど
に
つ
い
て
紹
介

し
ま
し
た
。

　
今
月
号
で
は
、
郵
送
で
交
付
申
請
す

る
場
合
の
方
法
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

●
郵
送
に
よ
る
申
請

▼
申
請
方
法
　
左
図
の
と
お
り

▼
注
意

15
歳
未
満
の
方
が
申
請
す
る
場
合
は
、

申
請
書
裏
面
の
代
理
人
記
載
欄
に
法

定
代
理
人
が
必
要
事
項
を
記
入
す
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。

●
出
張
申
請
窓
口
の
開
設

　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
交
付
申
請

を
サ
ポ
ー
ト
す
る
た
め
、
市
役
所
窓
口

に
加
え
て
、
11
月
か
ら
各
市
立
公
民
館

に
出
張
窓
口
を
開
設
し
て
い
ま
す
。

▼
持
ち
物

 

広
報
み
き
11
月
号
7
ペ
ー
ジ
ま
た
は

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
（
通

知
カ
ー
ド
は
必
須
）。

　
※
2
　
志
染
町
公
民
館
は
11
月
17
日
（日）
に

　
　
　
　
実
施
済
。

　
1
月
号
で
は
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
か

ら
交
付
申
請
す
る
方
法
に
つ
い
て
紹
介

し
ま
す
。

①通知カードと一緒に届いた個人番号カード交付申請
書に、必要事項を記入し、顔写真を貼り付け、封筒
※1に入れて郵送してください。

②マイナンバーカードの交付準備が整うと、ご自宅に
交付通知書が届きます。運転免許証などの本人確認
書類、通知カードを持参し、市役所　3階市民課まで
お越しください。

※1　交付申請書に同封されている封筒の差出
期限が過ぎている場合や手元にない場合
は、ホームページから封筒様式をダウン
ロード・印刷して使用してください。

郵送による申請方法

12月1日（日）
12月7日（土）
12月7日（土）
12月8日（日）
12月14日（土）
12月14日（土）
12月15日（日）
12月21日（土）
12月21日（土）

10時～16時30分
14時～20時
14時～20時
10時～16時30分
14時～20時
14時～20時
10時～16時30分
14時～20時
14時～20時

細川町公民館
緑が丘町公民館
別所町公民館
三木南交流センター
中央公民館
自由が丘公民館
口吉川町公民館
青山公民館
吉川町公民館

日　程 時　間 会　場英

初

尭幸

ホームページはこちら

ホームページは
こちら

片

片
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■問
・
（市）
商
工
振
興
課
　
商
業
労
政
係

　　
・
（市）
市
民
課
　
市
民
係

〈おもて〉 〈うら〉

封入

投函
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土
砂
災
害
特
別
警
戒
区
域
な
ど
の
指
定
案
が

閲
覧
で
き
ま
す

が
ん
患
者
サ
ロ
ン
を
開
催

　

三
木
城
跡
二
の
丸
跡
に
あ
り
ま
す

「
旧
上
の
丸
庁
舎
」
に
お
い
て
、
老
朽

化
に
よ
る
屋
根
瓦
や
天
井
の
落
下
、
外

壁
の
剥
離
な
ど
危
険
な
状
態
に
な
っ
て

い
ま
す
の
で
、
解
体
撤
去
工
事
を
実
施

し
ま
す
。

　

工
事
期
間
中
は
騒
音
や
振
動
な
ど
で

ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す
が
、
ご
理
解

の
ほ
ど
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

▼
実
施
期
間　

令
和
2
年
1
月
〜
3
月

■問
（市）
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
課

　

市
で
は
、
優
れ
た
技
能
を
持
ち
、
地

域
社
会
に
貢
献
し
た
方
を
表
彰
し
て
い

ま
す
。
な
お
、
12
月
8
日
（日）
に
教
育
セ

ン
タ
ー
で
表
彰
式
を
開
催
し
ま
す
。

▼
受
賞
者
（
敬
称
略
）

【
大
工
】　
　
　
　

  　

有
馬　

義
一

【
機
械
設
備
工
事
職
】  

飯
嶋　

淳

【
鏝
製
造
職
】　
　
　

  

金
鹿　

功

【
土
工
・
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
職
】

　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

嶋
田　

文
伸

【
焼
入
鋼
帯
製
造
職
】  

砂
川　

昇

【
理
容
師
】
　　
　
　

  

長
井　

達
也

【
美
容
師
】
　　
　
　

  

西
馬
登
志
子

【
鋸
製
造
職
】
　　
　

  

廣
田　

一
成

【
左
官
】
　　
　
　
　

  

藤
枝　

鉄
夫

【
植
木
造
園
職
】
　　

  

前
田　

育
男

■問
（市）
商
工
振
興
課

　

県
で
は
、
技
能
水
準
の
向
上
に
貢
献

し
、
そ
の
功
績
が
顕
著
な
方
を
表
彰
し

て
い
ま
す
。
三
木
市
か
ら
5
名
が
選
ば

れ
、
11
月
27
日
（水）
に
兵
庫
県
公
館
で
表

彰
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

▼
受
賞
者
（
敬
称
略
）

【
左
官
】　
　
　
　

  　

足
立　

純

【
数
値
制
御
金
属
工
作
機
械
工
】

　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

久
保　

順
治

【
手
か
じ（
鍛
造
）工
】
佐
武　

幸
𠮷

【
刃
物
製
造
工（
鑿
・
の
み
製
造
）】

　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

柴
野　

高
夫

【
鉋
台
製
造
工（
木
工
）】

　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

田
中　

和
男

■問
（市）
商
工
振
興
課

表
　

彰

三
木
市
技
能
顕
功
賞

兵
庫
県
技
能
顕
功
賞

旧
上
の
丸
庁
舎
解
体
工
事
に
伴
う
ご
協
力
を
　

　

三
木
・
三
木
南
・
別
所
・
志
染
・
緑

が
丘
・
自
由
が
丘
地
区
に
お
け
る
土
砂

災
害
防
止
法
に
基
づ
く
土
砂
災
害
特
別

警
戒
区
域
（
レ
ッ
ド
区
域
）
な
ど
の
指

定
に
先
立
ち
、
指
定
案
を
閲
覧
で
き
ま

す
。

▼
閲
覧
期
間　

12
月
11
日
（水）
〜
25
日
（水）

▼
閲
覧
場
所　

・
加
東
土
木
事
務
所　

4
階
河
川
砂
防

　

課
・
市
役
所　

2
階
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
推
進

　

課

■問
加
東
土
木
事
務
所
　
河
川
砂
防
課

　
☎
0
7
9
5
ー
4
2
ー
9
3
9
9

　

三
木
市
国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て

い
る
18
歳
以
上
の
方
を
対
象
に
、
日
々

の
健
康
づ
く
り
の
取
り
組
み
を
ポ
イ
ン

ト
制
に
し
、
集
め
た
ポ
イ
ン
ト
の
合
計

点
数
で
商
品
と
交
換
し
ま
す
。

　

合
計
ポ
イ
ン
ト
、
ア
ン
ケ
ー
ト
を
記

入
し
た
カ
ー
ド
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

合
計
ポ
イ
ン
ト
数
に
応
じ
て
商
品
が
決

ま
り
ま
す
。

▼
交
換
期
限　

令
和
2
年
5
月
29
日
（金）

▼
交
換
場
所　

市
役
所　

3
階
医
療
保

　

険
課
、
吉
川
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー　

　

健
康
福
祉
課
（
新
た
に
追
加
）

　
■問
・
■申
■請
（市）
医
療
保
険
課

国
民
健
康
保
険
係

生
活
に
お
困
り
の
方
を
応
援

健
康
ポ
イ
ン
ト
事
業
の
記
念
品
交
換

令
和
元
年
度
分
を
実
施
中

　

市
で
は
、
市
内
在
住
の
障
が
い
の
あ
る
方
（
身
体
障
害
者
手
帳
、
療
育
手
帳
、
精

神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
を
お
持
ち
の
方
）
を
雇
用
し
て
い
る
企
業
に
助
成
金
を
支

給
し
ま
す
。

▼
主
な
要
件
（
次
の
す
べ
て
の
要
件
を

　

満
た
す
こ
と
）　

　

①
市
内
に
位
置
し
、
㋐
ま
た
は
㋑
に

　
　

該
当
す
る
事
業
所

　
　

㋐
従
業
員
数
45
・
5
人
以
上
の
事

　
　
　
業
所

　
　
　

法
定
雇
用
障
害
者
数
を
超
え
て

　
　
　

雇
用
し
て
い
る
市
内
在
住
の
障

　
　
　

が
い
者
が
1
人
以
上
い
る

　
　

㋑
従
業
員
数
45
・
5
人
未
満
の
事

　
　
　
業
所

　
　
　

市
内
在
住
の
障
が
い
者
が
1
人

　
　
　

以
上
い
る

　

②
障
が
い
者
雇
用
に
関
す
る
雇
用
調

　
　

整
金
や
報
奨
金
な
ど
公
的
補
助
金

　
　

の
交
付
を
受
け
て
い
な
い

　

③
市
税
を
滞
納
し
て
い
な
い

▼
助
成
額

　
　

市
内
在
住
の
障
が
い
の
あ
る
方
1

　

人
に
つ
き
、
年
額
10
万
円
（
１
事
業

　

所
あ
た
り
上
限
50
万
円
）

　

・
労
働
時
間
が
週
20
時
間
未
満
の
場

　
　

合
は
対
象
外
。

　

・
20
時
間
〜
30
時
間
の
場
合
は
半
額
。

　

▼
申
請
期
間　

12
月
2
日
（月）
〜
令
和
2

　

年
2
月
28
日
（金）

▼
申
請
方
法　

　

市
役
所
3
階
障
害
福
祉
課
、
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
あ
る
申
請
用
紙
に
必
要
事

項
を
明
記
し
、
窓
口
に
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。

■問
・
■申
■請
（市）
障
害
福
祉
課

　
　
　
　
障
害
者
福
祉
係

事
業
者
の
皆
様
へ

障
害
者
雇
用
促
進
助
成
金
制
度
を
活
用
く
だ
さ
い

　

市
で
は
、
経
済
的
な
面
な
ど
で
困
っ
て
い
る
方
（
生
活
困
窮
者
）
が
、
そ
の
状
態

か
ら
脱
却
す
る
た
め
の
支
援
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

▼
生
活
困
窮
相
談　

　

相
談
員
を
配
置
し
、
関
係
各
課
や
関

係
機
関
と
連
携
し
て
、
就
労
相
談
、
引

き
こ
も
り
に
関
す
る
相
談
に
応
じ
ま
す
。

▼
住
居
確
保
の
支
援　

　

離
職
な
ど
に
よ
り
住
居
を
失
っ
た
方

や
失
う
恐
れ
が
高
い
方
へ
、
就
労
に
向

け
た
活
動
を
す
る
こ
と
を
条
件
に
、
一

定
期
間
家
賃
相
当
額
を
支
給
し
ま
す

（
支
給
に
は
条
件
が
あ
り
ま
す
）。

▼
衣
食
な
ど
生
活
支
援　

　

住
居
の
な
い
方
で
所
得
が
一
定
水
準

以
下
の
方
に
、
一
定
期
間
に
お
い
て
宿

泊
場
所
や
衣
食
の
供
与
な
ど
を
行
い
ま

す
。

▼
就
労
準
備
を
支
援　

　
「
離
職
し
て
か
ら
時
間
が
経
過
し
て

い
る
」「
仕
事
を
す
る
自
信
が
な
い
」

な
ど
、
す
ぐ
に
仕
事
を
す
る
こ
と
が
難

し
い
方
に
対
し
て
、
日
常
生
活
や
社
会

生
活
の
建
て
直
し
支
援
、
企
業
で
の
就

労
体
験
な
ど
を
提
供
し
ま
す
。

■問
（市）
福
祉
課
　
生
活
支
援
係

●個別説明会　
　指定案についての個別説明会を開催します。

　すべて同じ内容です。都合のよい日時・場
所にお越しください（受付順に説明します）。

日　時 場　所

志染町公民館（2階）

緑が丘町公民館（2階）

中央公民館（2階、3階）

12月21日（土）
午前10時～正午
12月22日（日）
午前10時～正午
12月22日（日）
午後2時～4時

▼
日
時　

12
月
4
日
（水）　

午
後
2
時
〜

　

4
時

▼
場
所　

北
播
磨
総
合
医
療
セ
ン
タ
ー

　

2
階
患
者
教
室

▼
内
容　

①
交
流
会

　

②
管
理
栄
養
士
に
よ
る
ミ
ニ
講
座

　
「
食
べ
ら
れ
な
い
時
の
食
事
の
工
夫

　

に
つ
い
て
」

■問
北
播
磨
総
合
医
療
セ
ン
タ
ー

　
が
ん
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー

　（
地
域
医
療
連
携
室
）

　
☎
8
8
ー
8
8
0
0

11

み
っ
き
ぃ
ナ
ビ

健　

康

く
ら
し

相　

談

募　

集

子
育
て

人
権
の
目

施　

設

カ
メ
ラ
日
記

催　

し

教
室
・
講
座
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Ｑ
最近の相談から
　トイレの水が止まらず、慌てて探した業者に修
理を依頼したところ、排水管の取り換えが必要と
言われ、35万円の工事を契約してしまった。修理
後、現金で支払うように請求されたが手元にお金
がないと言うと、車で銀行に送るので現金で支払
うよう迫られたが拒否した。手持ちの2万円を支
払ったが、あとで冷静になって考えるとだまされ
たと思う。残りの33万円は後日支払うことになっ
ている。　　　　　　　　　　　（70代　女性）

　急な住宅設備の故障から、慌てて修理依頼をして
しまい、次々と工事を提案され、その場で契約を迫
られる場合があり、気が付いたら高額の工事契約を
結んでいたというケースがあります。
　トラブルの多い事業者の中には、クレジット決済
ができない業者もあり、その場で現金での支払いを
要求されるケースが多くあります。「カード払いに
したい。」と言うと、現金で支払えば安くなると説
明し、現金払いを迫ってくる事もあります。

Ｑ＆Ａ　消費生活相談　　■問（市）生活環境課

Ａ
【アドバイス】
　住宅修理が必要な場合
でも慌てずに複数の業者
から見積もりを取り、周
囲に相談した上で慎重に
契約しましょう。
　依頼できる事業者につ
いて日ごろから情報を集めておくことが大切です。
　特に自然災害が起きた後などは、住宅修理や便乗
商法など様々なトラブルの相談が寄せられます。
　困った時は早めに当センターに相談してください。

　この週間は、国民に広く拉致問題
その他北朝鮮当局による人権侵害問
題についての関心と認識を深めるこ
とを目的として設けられたものです。
　兵庫県警では、北朝鮮による拉致
被害者の有本恵子さんと田中実さん
に関する情報や拉致の可能性のある
行方不明者に関する情報を求めてい
ます。

　お心当たりのある方は兵庫県警察
本部外事課または三木警察署警備課
まで情報をお寄せください。
　皆様のご協力をお願いします。
　詳細は県警ホームページをご覧く
ださい。
■問・県警察本部外事課
　☎078ー341ー7441
・三木警察署
　☎82ー0110

12月10日～16日は北朝鮮人権侵害問題啓発週間

三木警察署だより　☎82－0110

消
費
生
活
相
談

商品や契約に関するトラブル、多重債務に
関すること
▶日時　月・火・木・金曜　
　　　　（第4木曜と祝日を除く）
　　　　午前9時～正午
　　　　午後0時45分～4時
▶場所　市役所　2階消費生活センター

　
（市）
消
防
署
で
は
、
12
月
20
日
〜
31
日

年
末
火
災
特
別
警
戒
を
実
施
し
ま
す
。

　
年
末
に
か
け
て
、
寒
さ
も
一
段
と
厳

し
さ
を
増
し
、
空
気
が
乾
燥
す
る
中
、

火
の
取
り
扱
い
や
暖
房
器
具
を
使
用
す

る
機
会
が
増
え
ま
す
。
さ
ら
に
、
あ
わ

た
だ
し
い
年
の
瀬
を
迎
え
、
つ
い
火
の

元
の
点
検
が
お
ろ
そ
か
に
な
り
、
火
災

の
発
生
が
多
く
な
る
時
期
で
も
あ
り
ま

す
。

　
今
一
度
身
の
周
り
の
防
火
チ
ェ
ッ
ク

を
行
い
、
明
る
い
新
年
を
お
迎
え
く
だ

さ
い
。

　
期
間
中
、
広
報
パ
ト
ロ
ー
ル
な
ど
を

と
お
し
て
、
火
災
ゼ
ロ
を
め
ざ
し
ま
す
。

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

■問
（市）
消
防
署
　
警
防
課

　
☎
8
9
ー
0
1
7
2

暖
房
器
具
を
安
全
に
正
し
く
使
い
ま
し
ょ
う

年
末
火
災
特
別
警
戒

　
ひ
ょ
う
ご
被
害
者
支
援
セ
ン
タ
ー
は
、

被
害
者
支
援
に
関
す
る
専
門
的
な
知
識

を
学
ん
だ
支
援
員
が
電
話
・
面
接
相
談
、

付
き
添
い
支
援
や
裁
判
の
代
理
傍
聴
な

ど
、
被
害
者
の
必
要
に
応
じ
た
支
援
活

動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

●
電
話
相
談

　
☎
0
7
8
ー
3
6
7
ー
7
8
3
3

　
火
・
水
・
金
・
土
曜
（
祝
日
を
除
く
）

　
午
前
10
時
〜
午
後
4
時

●
面
接
相
談

・
法
律
相
談
（
弁
護
士
に
よ
る
法
律
相

　
談
）

・
心
理
相
談
（
臨
床
心
理
士
に
よ
る
カ

　
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
）

◎
面
接
相
談
は
、
電
話
相
談
で
事
前
予

　
約
が
必
要
で
す
。

■問
（市）
生
活
環
境
課

　
年
末
は
師
走
特
有
の
気
ぜ
わ
し
さ
や

忘
年
会
な
ど
で
飲
酒
の
機
会
が
増
え
る

こ
と
に
加
え
て
、
交
通
量
の
変
化
な
ど

か
ら
交
通
事
故
の
多
発
が
懸
念
さ
れ
ま

す
。

　
普
段
か
ら
交
通

ル
ー
ル
の
遵
守
と

正
し
い
交
通
マ
ナ

ー
の
実
践
を
習
慣

付
け
、
交
通
事
故

防
止
を
徹
底
し
ま

し
ょ
う
。

運
動
重
点

・
子
ど
も
と
高
齢
者
の
安
全
な
通
行
の

確
保

・
高
齢
運
転
者
の
交
通
事
故
防
止

・
飲
酒
運
転
の
根
絶

・
夕
暮
れ
時
と
夜
間
の
歩
行
中
・
自
転

車
乗
用
中
の
交
通
事
故
防
止

・
全
て
の
座
席
の
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
と
チ

ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
の
正
し
い
着
用
の

徹
底

■問
（市）
生
活
環
境
課

令
和
元
年
年
末
の
交
通
事
故
防
止
運
動

12
月
1
日
〜
10
日

ひ
ょ
う
ご
被
害
者
支
援
セ
ン
タ
ー
を
ご
存
知
で
す
か

　
暖
房
器
具
の
使
用
方
法
を
誤
る
と
重

大
な
事
故
、
火
災
に
至
る
恐
れ
が
あ
り

ま
す
。
日
ご
ろ
か
ら
火
気
の
取
り
扱
い

に
は
十
分
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

　
特
に
、
石
油
ス
ト
ー
ブ
な
ど
の
灯
油

を
使
用
す
る
器
具
は
、
適
切
な
取
り
扱

い
を
お
願
い
し
ま
す
。

灯
油
の
保
管
方
法

・
保
管
容
器
は
破
損
・
腐
食
が
あ
る
も

の
は
使
わ
な
い
。

・
キ
ャ
ッ
プ
の
内
側
に
正
し
く
パ
ッ
キ

ン
が
付
い
て
い
る
こ
と
を
確
認
し
、

キ
ャ
ッ
プ
を
確
実
に
締
め
る
。

・
左
の
マ
ー
ク
が
貼
ら
れ
た
容
器
を
使

う
。

■問
（市）
消
防
本
部
　
予
防
課

　
☎
8
9
ー
0
1
7
1

相談無料
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三木営業所発 朝日ヶ丘着
11：55
14：55
16：45

12：06
15：06
16：56

195

　
私
は
、『
あ
り
が
と
う
』
と
い
う
言

葉
が
好
き
で
す
。
歌
で
も
、『
あ
り
が

と
う
』
と
い
う
フ
レ
ー
ズ
が
入
っ
て
い

る
曲
は
よ
く
聞
き
ま
す
。
な
ぜ
こ
の
言

葉
が
好
き
か
と
い
う
と
、『
あ
り
が
と

う
』
と
言
わ
れ
て
嬉
し
く
な
い
人
は
い

な
い
と
思
う
し
、
言
っ
た
自
分
も
気
分

が
い
い
か
ら
で
す
。
悪
口
は
言
っ
た
自

分
も
気
分
が
悪
い
し
、
言
わ
れ
た
方
も

嫌
な
気
持
ち
に
な
る
し
、
誰
か
が
言
っ

て
い
る
の
を
聞
く
だ
け
で
も
気
分
が
悪

く
な
る
と
思
い
ま
す
。
そ
の
点
、『
あ

り
が
と
う
』
は
、
言
っ
て
も
、
言
わ
れ

て
も
、
誰
か
が
言
っ
て
い
る
の
を
聞
い

た
だ
け
で
も
気
分
が
よ
く
な
る
魔
法
の

言
葉
だ
と
思
い
ま
す
。

　
も
う
一
つ
、私
に
は
『
あ
り
が
と
う
』

と
い
う
言
葉
が
好
き
な
理
由
が
あ
り
ま

す
。
そ
れ
は
、私
の
名
前
の
由
来
が『
生

ま
れ
て
く
れ
て
有
難
う
』
か
ら
一
文
字

ず
つ
と
っ
て
有
生
だ
か
ら
で
す
。

　
子
ど
も
の
名
前
を
考
え
る
と
き
、
親

は
み
ん
な
、
優
し
い
子
に
な
っ
て
ほ
し

い
と
か
、
元
気
に
た
く
ま
し
く
育
っ
て

ほ
し
い
と
か
、
い
ろ
ん
な
思
い
や
願
い

を
込
め
て
、
一
生
懸
命
考
え
て
名
前
を

つ
け
る
と
思
い
ま
す
。
私
の
両
親
も
出

産
前
に
、
字
画
を
調
べ
た
り
、
い
ろ
い

ろ
考
え
た
り
し
て
い
く
つ
か
の
候
補
に

し
ぼ
っ
て
い
た
ら
し
い
で
す
。

　
で
も
、
生
ま
れ
て
す
ぐ
に
院
内
感
染

で
病
気
に
な
り
、
四
十
度
を
超
え
る
熱

が
出
て
、
先
生
か
ら
こ
の
ま
ま
熱
が
続

く
と
、
脳
に
障
害
が
残
る
可
能
性
が
あ

る
と
い
う
説
明
を
受
け
た
と
き
、「
元

気
に
な
っ
て
く
れ
た
ら
そ
れ
で
い
い
」

と
思
っ
た
そ
う
で
す
。
そ
し
て
、
い
く

つ
か
考
え
て
い
た
候
補
の
名
前
で
は
な

く
、
今
の
名
前
に
な
り
ま
し
た
。
た
だ

た
だ
、
生
ま
れ
て
き
て
く
れ
て
あ
り
が

と
う
と
い
う
思
い
を
込
め
て
。

　
私
の
両
親
が
た
ま
た
ま
そ
う
だ
っ
た

わ
け
で
は
な
く
て
、
き
っ
と
子
ど
も
を

持
つ
親
は
み
ん
な
同
じ
だ
と
思
い
ま
す
。

子
ど
も
の
幸
せ
だ
け
を
願
っ
て
一
生
懸

命
育
て
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
い
ろ
い

ろ
口
う
る
さ
く
言
う
の
も
、
子
ど
も
が

将
来
困
ら
な
い
よ
う
に
、
幸
せ
に
な
れ

る
よ
う
に
、
と
思
っ
て
言
っ
て
く
れ
て

い
る
の
だ
と
思
い
ま
す
。
頭
で
は
分
か

っ
て
い
る
の
で
す
が
、
い
ざ
言
わ
れ
る

と
腹
が
立
つ
の
で「
わ
か
っ
と
る
」と
か
、

え
ら
そ
う
な
言
葉
で
返
し
て
し
ま
っ
て

後
悔
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　
私
の
お
母
さ
ん
は
、
勉
強
し
ろ
と
か

は
あ
ま
り
言
い
ま
せ
ん
が
、「
当
た
り

前
な
ん
か
な
い
ん
や
で
。
感
謝
の
気
持

ち
を
忘
れ
た
ら
あ
か
ん
。
周
り
の
人
に

感
謝
し
て
、
笑
っ
て
毎
日
過
ご
せ
た
ら
、

も
う
充
分
幸
せ
な
人
生
や
で
」
と
、
よ

く
言
い
ま
す
。
本
当
に
そ
う
だ
な
と
思

い
ま
す
。

　
幼
稚
園
か
ら
ず
っ
と
あ
た
り
前
の
よ

う
に
一
緒
に
い
た
み
ん
な
と
も
、
後
残

り
一
年
で
バ
ラ
バ
ラ
に
な
っ
て
し
ま
い

ま
す
。
ま
だ
全
然
実
感
が
な
い
で
す
。

後
悔
し
な
い
よ
う
に
た
く
さ
ん
あ
り
が

と
う
を
言
い
た
い
と
思
い
ま
す
。
生
ま

れ
て
き
て
く
れ
て
あ
り
が
と
う
、
出
会

っ
て
く
れ
て
あ
り
が
と
う
、
友
達
に
な

っ
て
く
れ
て
あ
り
が
と
う
。
一
緒
に
頑

張
っ
て
き
て
く
れ
た
部
活
の
み
ん
な
に

も
、
一
緒
に
頑
張
っ
て
く
れ
て
あ
り
が

と
う
と
言
い
た
い
し
、
休
み
返
上
で
練

習
に
つ
き
あ
っ
て
く
れ
た
顧
問
の
先
生

に
も
、
勝
つ
喜
び
と
か
、
テ
ニ
ス
の
楽

し
さ
と
か
、
い
ろ
い
ろ
教
え
て
も
ら
っ

て
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
と
、
卒

業
す
る
ま
で
に
は
言
い
た
い
な
あ
っ
て

思
っ
て
い
ま
す
。

　
け
ん
か
を
し
て
し
ま
っ
た
友
達
と
は

仲
直
り
し
て
、
残
り
の
中
学
校
生
活
で

は
け
ん
か
と
か
し
な
い
で
生
活
し
た
い

し
、
無
駄
な
こ
と
に
大
事
な
時
間
と
エ

ネ
ル
ギ
ー
を
使
わ
な
い
よ
う
に
過
ご
し

た
い
で
す
。
学
校
に
来
れ
な
く
な
っ
た

友
達
に
自
分
が
で
き
る
事
は
な
い
の
か
、

あ
る
と
し
た
ら
何
が
で
き
る
の
か
、
い

ろ
い
ろ
考
え
て
自
分
に
で
き
る
こ
と
は

や
っ
て
い
き
た
い
で
す
。
そ
し
て
、
み

ん
な
で
笑
顔
で
卒
業
式
を
迎
え
る
こ
と

が
目
標
で
す
。

い
ろ
ん
な
あ
り
が
と
う

岡
　
田
　
有
　
生

別
所
中
学
校
3
年

「
差
別
を
な
く
す
る
輪
を
ひ
ろ
げ
よ
う
」
市
民
運
動
作
品
　
作
文
　
中
学
生
の
部
　
優
秀
賞

　
市
内
の
公
共
交
通
（
バ
ス
・
鉄
道
）
の

時
刻
な
ど
を
1
冊
に
ま
と
め
た「
三
木
市

公
共
交
通
総
合
時
刻
表
（
2
0
1
9
年
11

月
版
）」
を
発
行
し
ま
し
た
。

　
お
住
ま
い
の
自
治
会
を
通
じ
て
配
布
し

て
い
ま
す
の
で
、
お
出
か
け
の
際
な
ど
に

ぜ
ひ
活
用
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
設
置
場
所

　
市
役
所
　
2
階
交
通
政
策
課
、
各
市
立

公
民
館
、
市
内
関
連
施
設
な
ど

　「
朝
日
ヶ
丘
ル
ー
ト
」
を
令
和
2
年
1

月
1
日
〜
3
日
に
、
社
会
実
験
と
し
て
運

行
し
ま
す
。

三
木
市
公
共
交
通
総
合

時
刻
表
を
発
行 

三
木
市
公
共
交
通
の
お
知
ら
せ

朝
日
ヶ
丘
ル
ー
ト
の

正
月
運
行（
社
会
実
験
）

　
市
で
は
、
10
月
に
、「
三
木
市
バ
ス
交

通
の
見
直
し
方
針
」
に
基
づ
き
、
一
部
の

バ
ス
路
線
の
見
直
し
を
行
い
ま
し
た
。

・
青
山
・
緑
が
丘
循
環
ル
ー
ト

　
緑
が
丘
・
青
山
の
各
公
民
館
や
コ
ー

プ
こ
う
べ
協
同
学
苑
な
ど
の
地
域
拠
点

の
ほ
か
、
青
山
1
丁
目
な
ど
の
地
域
内

を
循
環
す
る
ル
ー
ト
に
変
更
（
下
記
参

照
）

・
三
木
別
所
観
光
ル
ー
ト

　
観
光
路
線
に
特
化
す
る
た
め
、
別
所

ゆ
め
街
道
の
玄
関
で
あ
る
三
木
鉄
道
記

念
公
園
を
経
由
す
る
ル
ー
ト
に
変
更

・
平
井
ぶ
ど
う
園
前
・
恵
比
須
駅
ル
ー
ト

　
社
会
実
験
と
し
て
細
川
町
公
民
館
ま

で
1
往
復
を
延
伸 ■問

（市）
交
通
政
策
課

青
山
・
緑
が
丘
循
環
ル

ー
ト
な
ど
の
路
線
を
見

直
し
ま
し
た

朝日ヶ丘発 三木営業所着
  9：10
12：08
15：08
16：58

  9：21
12：19
15：19
17：09

【
朝
日
ヶ
丘
発
】

【
三
木
営
業
所
発
】

青山・緑が丘循環ルート図（右・左回り各4便毎日運行）
左回り（協同学苑前発青山5丁目行き）右回り（青山5丁目発協同学苑前行き）

一部記載していないバス停名があります。

▶
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
は

　
こ
ち
ら

15
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女
性
・
子
育
て
・
教
育
相
談

障
が
い
者
な
ど
の
相
談

職
業
相
談

各

種

相

談

相談項目

女性のための相談
（電話・面談）

女性のための弁護
士相談（面談）

子育て相談
（電話・面談）

児童虐待相談
（電話・面談）

あんしん相談
（電話・面談）

教育相談
（電話・面談）

障がい者福祉相談
（面談）

身体障がい者相談
（面談）

手話通訳相談
（面談）
要約筆記相談
（面談）
求人閲覧・仕事の
紹介（面談）

若者就職相談
（面談）

雇用保険・職業訓練
（面談）

経営・創業相談
（面談）
さわやか県民相談
（電話・面談）
法律相談（テレビ電話）
家事相談（テレビ電話）
夜間法律相談
（電話）

高齢者・障がい者のための弁護士法律相談（電話）

ひとり親家庭相談
（電話・面談）

離婚問題、夫婦、家族、友人、
職場の人間関係、子育てや介護、
心や体、性的少数者、生き方に
ついての悩みなど

配偶者や恋人間のトラブル（Ｄ
Ｖ、離婚、借金、ストーカー被
害）など

ひとり親家庭の生活全般（経済
面や子どもの養育、就労、離婚
問題など）

しつけや親子関係など、子育て
における不安や悩み

児童虐待の相談、通告

支援の必要な子どもや障がいの
ある方の悩みや支援など

障がいのある方やその家族の悩
みや困りごとなど

身体に障がいのある方の悩みや
困りごとなど

ハローワークの求人閲覧と仕事
の紹介など

15～39歳の方の就職、就職後
のキャリア形成など

雇用保険の手続きや職業訓練な
ど

経営や創業・開業など

県政や日常生活上の諸問題など

日常生活上の法律問題など
離婚や相続など

解雇、多重債務、生活保護、家
庭の問題など

聴覚に障がいのある方の悩みや
困りごとなど
手話通訳者、要約筆記者の派遣
など

教育全般

内　容 相談日時・予約など 相談場所・電話番号 問い合わせ

①電話相談
　火曜 午前10時～正午、木曜 午後1時～4時
②面接相談（要予約。1人50分）
　火曜 午後1時～4時、木曜 午前10時～正午

12月25日（第4水曜）
午後1時40分～4時20分（1人40分）
（要予約。受付は12月20日（金）まで。先着
4名）事前の面談があります。

月～金曜　午前9時～午後4時
面談は要予約

月～金曜　午前8時30分～午後5時
面談は要予約

月～金曜　午前8時30分～午後5時
面談は要予約

①電話相談　月～金曜　午前9時～午後5時
②面接相談（要予約）
　（ア）火曜　午前9時～午後5時　　
　（イ）12月16日（月）　午後2時～5時

月～金曜　午前9時～午後5時
面談は要予約

12月14日（第2土曜）
午前10時～午後3時

12月17日（第3火曜）
午後1時～4時（予約優先）

月～金曜　午前8時30分～午後5時

月・木・金曜　午前8時30分～午後5時

火～土曜　午前9時～午後5時

月～金曜　午前8時30分～午後5時15分

月～金曜　午前9時～午後5時30分

木曜　午後1時30分～3時30分（要予約）

第2・4金曜　午後1時30分～4時30分（要予約）

第2・4日曜　午後5時～9時

火・木曜　午後1時～4時

火～土曜　午前9時～正午、
　　　　　午後1時～4時30分（要予約）
12月14日（第2土曜）は週末起業相談会

①月～金曜
　午前8時30分～午後5時（要予約）
②12月4日（水）、20日（金）
　午後2時～4時（要予約）
③月～金曜　午前9時～午後5時
　（要予約。受付は相談日の前日まで）

①☎89－2354
②男女共同参画
　センター
（教育センター3階）

男女共同参画
センター
（教育センター3階）

男女共同参画
センター
☎89－2331

（市）子育て支援課（教育センター内）
☎82－0151

（市）子育て支援課（教育センター内）
☎82－9910

（市）子育て支援課（教育センター内）
☎83－2266

市民活動センター

（市）障害福祉課
　 82－9943

障がい者虐待相談
（電話・面談）

障がい者の就労相談
（電話・面談）

障がい者の虐待の通報など

障がい者の就労に関する相談や
支援など

月～金曜　午前8時30分～午後5時
面談は要予約

月～金曜　午前9時～午後5時
面談は要予約

☎89－2336

市役所　3階障害福祉課
☎090－6984－0684

市役所
3階障害福祉課

ハローワーク西神
（神戸市西区糀台5－3－8） ☎078－991－1100

中小企業サポートセンター
（サンライフ三木２階）
☎70－8008

北播磨県民局　さわやか県民相談室
（加東市社字西柿1075－2）
☎0120－61－7830
☎0795－42－5111

☎078－341－9600

☎078－362－0074

ふるさとハローワーク
（サンライフ三木内）　☎86－8609

サンライフ三木
1階分室

①市役所
　3階障害福祉課
②吉川健康福祉セ
　ンター
③障害者総合支援セ
　ンターはばたきの丘

①☎83－2020
②（ア）教育センター
　（イ）吉川健康福祉
　　　センター

発達教育相談
（面談）

児童生徒の発達の遅れや偏り
など

12月19日（木）　午後2時～5時（指導主事）
12月27日（金）　午後2時～5時（医師）
（1人60分）（要予約。受付は12月2日（月）
から。先着各3名）

教育センター
☎83－2020

教育センター
☎83－2020

さんだ若者サポート
ステーション
☎079－565－9300

障害者基幹相談
支援センター
（市役所内）

県弁護士会
☎078－341－7061

FAX

相談項目

行政相談（面談）

法律相談（面談）

弁護士による法律
相談（面談）

家事（家庭問題）
相談（面談）

建築なんでも相談
（面談）

市民ふくし相談
（電話・面談）

成年後見相談
（電話・面談）

成年後見専門相談
（面談）

消費生活相談
（電話・面談）

年金相談（面談）

税務相談（面談）

介護・認知症などに
関する相談
(電話・面談)

人権相談（面談）

人権相談
（電話・面談）
農地に関する悩み
相談（面談）
外国人のための
生活相談（面談）

DV 相談
（電話・面談）
子どもいじめ相談
（電話・面談）

こころの相談（電話）

青少年悩みの相談
（電話・面談）

国の仕事やその手続き、サービス
（保険・年金、道路、社会福祉な
ど）に対する苦情や要望

相続、売買、贈与、訴訟、債務整理、
土地登記の手続きなど

土地の境界、分筆など

家庭の問題、不動産、遺産相続、
消費者被害、損害賠償、交通事故、
債務整理、刑事事件など

建築物全般、欠陥住宅、増改築、
業者との金銭トラブル、係争中の
建築物の解消方法など

成年後見制度の利用や手続き
など

成年後見制度の利用など
（相談員　司法書士）

商品や契約に関するトラブル、
多重債務など

被保険者記録、年金見込額、年金
の請求など

税金関係（相続税、贈与税、譲渡
所得など）（相談員　近畿税理士
会三木支部の会員）

介護やダブルケア（介護と子育て
の両立）、認知症、高齢者の虐待
など

名誉・信用の侵害やいやがらせ、
いじめなど

配偶者や恋人からの言葉による
精神的暴力や身体的暴力など

子ども（中学生まで）のいじめ

うつや自殺予防のための当事者
と家族の相談など

不登校、性格、親子関係、友人
関係、いじめなど

農地関係

生活全般
（英語のみ。他の言語は要相談。）

同和問題、性的少数者、障がい
者差別など

日常生活の悩みや困りごと、ひき
こもりなど（相談内容により後日
弁護士などが対応）

土地境界相談（面談）

内　容 相談日時・予約など 相談場所・電話番号 問い合わせ

夫婦の諍い、離婚、親権など
※法律的な判断を要する相談を
　除く

いさか

12月18日（第3水曜）
午後1時30分～3時30分

（市）秘書広報課

社会福祉協議会
☎82－4043

（市）生活環境課

明石年金事務所
☎078－912－4983

市役所
2階入札室

市役所
2階入札室

市役所
2階入札室

市役所
2階入札室

①市民活動センター
　☎86－7575
②吉川健康福祉センター
　☎72－2940

市役所
2階消費生活センター

小野市伝統産業会館
（小野市王子町）

市役所　３階中央地域包括支援センター
☎89－2337
吉川サブセンター　☎72－2222
西部サブセンター　☎83－0160

①吉川支所多目的室
②緑が丘町公民館
③市役所
　2階入札控室

総合隣保館
☎82－8388

市役所　2階農業委員会事務局

市役所　4階国際交流協会
☎　 0794－89－2318

DV相談室　☎82－8300

子どもいじめ防止センター
（教育センター3階）☎82－8110

☎89－2471

教育センター
☎82－8686

市役所
2階入札・入札控室

12月11日（第2水曜）午後1時30分～3時
30分（1人20分）（要予約。受付は12月2
日（月）～前日の午前中まで。先着各6名）
次回は令和2年1月15日（水） 

12月19日（第3木曜）
午後1時30分～4時30分（1人40～50分）
（要予約。受付は12月2日（月）～前日の午前
中まで。先着3名）

①12月13日、２７日②令和2年1月10日
（第2・4金曜）　午後1時30分～3時30分
（1人50分）（要予約。受付は12月2日（月）～
①各相談日の1週間前、②12月27日（金）まで。
先着各2名）※受付時に調査票の提出が必要

①水曜、第2土曜　午前10時～午後3時
②12月2日（月）、16日（月）　
　午後1時30分～4時

月～金曜　午前8時30分～午後5時
面談は要予約

12月12日（第2木曜）
午後1時30分～4時30分（1人50分）
（要予約。先着3名）　

月・火・木・金曜（第4木曜除く）
午前9時～正午、午後0時45分～4時

12月12日（偶数月第2木曜）午前10時～
午後3時30分（要予約。受付は12月2日（月）
まで）次回は令和2年2月13日（木） 

月～金曜
午前9時～午後4時

①12月5日（木）
②12月6日（金）③12月19日（木）
午後1時～4時

月～金曜　午前9時～午後4時

12月13日（第2金曜）
午前9時～午後5時（要予約）

月～金曜
午前10時～午後5時（要予約）

月～金曜　午前9時～午後5時
面談は要予約

月～金曜　午前9時～午後5時
面談は要予約

月～金曜　午前9時～午後5時
※時間外は他の相談窓口を紹介します。

月～金曜　午前9時～午後5時
面談は要予約（1人50分）

12月26日（第4木曜）午後1時30分～4
時30分（1人20分）（要予約。受付は12月
2日（月）～4日（水）  　定員8名。定員を超えた
場合は抽選、ただし初回の方優先）

（市）人権推進課
（総合隣保館）
☎82－8388

（市）障害福祉課

教育センター
☎83－2020

FAX

パソコンの定期相談
（面談） 資料作成、写真の取り込みなど 市民活動センター　☎82－056412月7日、２１日（第1・3土曜）

午前10時～正午

市

民

相

談

Ｄ
Ｖ・い
じ
め・こ
こ
ろ
の
相
談

（市）税務課
管理係

緑が丘プラザみどりん
（緑が丘町東1－1－47）
☎70－7155

令和2年1月8日（奇数月第2水曜） 
午後1時30分～3時30分（1人30分）
（要予約。受付は令和2年1月6日（月）まで。
先着4名）　次回は令和2年3月11日（水）

市役所
3階第4相談室

①12月11日（水）②令和2年1月8日（水） 　
午後1時30分～3時30分（1人30分）
（要予約。受付は①12月9日（月）、②令和2年
1月6日（月） まで。先着各4名） 

成年後見支援センター
（総合保健福祉センター2階）
☎83－0226

障がいを理由とする
差別の相談（電話・面談）

障がいを理由とする差別の解消
など 月～金曜　午前8時30分～午後5時
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【内】内科　【外】外科　【小】小児科　【整】整形外科　【胃内】胃腸内科　【脳外】脳神経外科　【眼】眼科　【耳】耳鼻咽喉科　【ア】アレルギー科
【循】循環器科　【呼】呼吸器科　【循内】循環器内科　【皮】皮膚科　【消内】消化器内科　【呼内】呼吸器内科

1
月

健康のページ
総合保健福祉センター　☎86－0900
吉川健康福祉センター　☎72－2210

　健 診　対象者には10日前までに案内文を送付
乳児集団健康診査
　■日 12月25日（水） 受付は午後0時30分～2時　
　■場総合保健福祉センター　
　■対令和元年8月生まれ（令和元年7月生まれも受けられます）
　次回の予定　令和2年1月29日（水）

1歳6カ月児健康診査
　■日 12月12日（木） 受付は午後0時30分～2時　
　■場総合保健福祉センター　■対平成30年5月生まれ　
　次回の予定　令和2年1月16日（木）

3歳児健康診査
　■日 12月13日（金） 受付は午後0時30分～2時　
　■場総合保健福祉センター　■対平成28年11月生まれ　
　次回の予定　令和2年1月17日（金）

　母 子
母子健康手帳と妊婦・産婦健康診査費、新生児聴覚検
査費の助成券の交付
　時間に余裕を持ってお越しください。
　■対妊婦
　■持領収書原本、印鑑、振込先の通帳、マイナンバーが確認で

きるもの、運転免許証などの本人確認ができるもの

乳房管理指導等における費用の助成
　■対産後12カ月までの母親（申請の受付は14カ月まで）
　■持母子健康手帳、領収書原本、印鑑、振込先の通帳
Enjoyマタニティ教室（クッキングコース）
　■日 12月10日（火） 午前10時～午後0時30分　
　■対市内に住民登録のある妊婦と家族
　■費200円　■持母子健康手帳、エプロン　■申■☎【要予約】
　■場・■問総合保健福祉センター

　予防接種
二種混合ワクチン（ジフテリア・破傷風）
　■対小学6年生（11～12歳）
　▶接種期限　13歳の誕生日前日まで
（期限を過ぎると、定期の予防接種として受けられません。）
予診票がない場合は、母子健康手帳をもって総合保健福祉
センターまたは吉川健康福祉センターまでお越しください。

　相 談
妊産婦・乳幼児健康相談
　身体測定や育児・母乳・栄養・歯科などの相談
　■日 12月9日（月） 午前10時～11時30分　
　■場・■問総合保健福祉センター
乳幼児発達専門相談（すこやか相談）
　子どもの言葉や発達・行動面の相談
　■日 12月18日（水）、 令和2年1月7日（火）

午後1時～3時
　■申■☎【要申込】
　■場・■問総合保健福祉センター
成人保健相談
　医師・保健師・栄養士による相談、血圧測定、尿検査、
血液検査（■申■☎　■費 1,000円）など
　■日①12月11日（水） 午後2時～3時30分
　　 ②12月17日（火） 午後1時30分～3時
　■場・■問①吉川健康福祉センター　②総合保健福祉センター
健診結果相談会　
　健診の結果説明、栄養の話、ストレッチ体操などを実施。
希望者には個別相談（午前10時10分～正午）もあります。
　■日 12月4日（水） 午前9時30分～10時30分
　■対町ぐるみ健診受診者　
　■持健診結果表、筆記用具、運動ができる服装
　■申■☎【要申込】
　■場・■問総合保健福祉センター　　
不妊・不育専門相談
　妊娠しても流産を繰り返す習慣流産「不育症」に関すること
　電話相談　☎078－360－1388
　■日 12月7日（土）、21日（土） 午前10時～午後4時
　面接相談　
　■日①12月3日（火）　午後2時～3時
　　 ②12月14日（土） 午後2時～5時
　■場①兵庫医科大学病院内　②（県）男女共同参画センター
　■期原則面談日の5日前まで
　■申■☎ 078－362－3250【要申込】
男性不妊専門相談
　■日 12月4日（水）　午後3時～5時
　■場申込時にお伝えします
　■期原則面談日の5日前まで
　■申■☎ 078－362－3250【要申込】

インフルエンザの予防には口腔ケアを！ 歯歯科医師会から ■問☎86－1622
　今年もインフルエンザが流行する季節がやってき
ました。ご存知のように、インフルエンザはインフ
ルエンザウィルスが体内に侵入することによって起
こる感染症です。予防方法としてはワクチンの接種、
手洗いやうがいの励行、マスクの装着が推奨されて
います。また疲労をためずに十分な睡眠と栄養をと
り、ウィルスに対する自身の抵抗力を保っておくこ
とも大切です。
　そしてもう一つ、インフルエンザの予防で重要な
のが口腔ケアの励行なのです。ある歯科大学の微生
物学教室の研究では、歯科衛生士による口腔ケアを
徹底的に実施した集団と、行わなかった集団ではイ
ンフルエンザの発症数に統計的に有意な差があった
という結果が出ています。この調査結果の根拠とし

て、ウィルスがヒト細胞へ侵入する際に手助けする
プロテアーゼという酵素を口腔内の細菌が産生する
ことや、口腔内のある種の細菌がNA抗原という酵素
を産生し、そのNA抗原が細胞内で増殖したウィルス
が細胞外へ放出されるときに重要な役目を果たして
いることが証明されています。ちなみにご存知のタ
ミフルという治療薬は、このNA抗原の働きを阻害す
る作用を持っています。
　皆さん、おわかりいただけましたか？インフルエ
ンザの予防には毎日十分なブラッシングを励行して
細菌を除去し、お口の中を清潔に保つことが大切で
す。詳細については三木市歯科医師会に加入の歯科
医院でお尋ねください。

小児科神沢クリニック
福井3丁目
☎83－5950

かわい子どもクリニック
志染町中自由が丘1丁目
☎85－8466

藤本クリニック
緑が丘町西2丁目
☎85－6262

小児科神沢クリニック
福井3丁目
☎83－5950

かわい子どもクリニック
志染町中自由が丘1丁目
☎85－8466

藤本クリニック
緑が丘町西2丁目
☎85－6262

宮崎小児科内科医院
大村
☎82－2131

【内・循内・呼内】
もり内科循環器科クリニック
末広１丁目　☎86-8500
【眼】たにがわ眼科
別所町小林　☎85-6600
【外】吉川病院
吉川町稲田　☎72-0063

【小・内】
宮崎小児科内科医院
大村　☎82-2131
【外・胃内・皮・整】栗田医院
志染町広野１丁目
☎85-6766
【外】吉川病院
吉川町稲田　☎72-0063

【小・ア】
かわい子どもクリニック
志染町中自由が丘１丁目
☎85-8466
【脳外・内・外】
正木脳外科クリニック
平田１丁目　☎81-1155

【内】青垣内医院
緑が丘町中１丁目
☎85-8280
【耳】こじま耳鼻咽喉科
末広１丁目　☎83-8350

小島医院
末広1丁目
☎82－1057

【内・小】神沢医院
別所町高木
☎83-1510
【外・脳外・整】服部病院
大塚　☎82-2550

【小】藤本クリニック
緑が丘町西２丁目
☎85-6262
【皮】塚本皮フ科
平田　☎82-1714

【内】中村内科胃腸科  
志染町中自由が丘３丁目
☎87-2486
【眼】伊藤眼科クリニック
大村　☎82-8363

【内・小】
黒田東自由が丘診療所
志染町東自由が丘２丁目
☎85-6213
【整】上田医院
緑が丘町本町１丁目
☎85-7700

【内】みきやまリハビリ
　　テーション病院
大塚１丁目　☎83-3316
【耳】毛利耳鼻咽喉科 
志染町東自由が丘１丁目
☎89-8200

【循・呼・内】岸本医院
福井１丁目
☎83-3008
【内・消内・外】
ほりい医院
志染町青山２丁目
☎85-9914

12
月

日 月 火 水 木 金 土

 休日歯科診療1

 休日歯科診療8

 休日歯科診療15

 休日歯科診療22

 休日歯科診療29

2

9

16

23

 休日歯科診療30

3

10

17

24

 休日歯科診療31

4

11

18

25

 休日歯科診療1

5

12

19

26

 休日歯科診療2

7

14

21

28

6

13

20

27

 休日歯科診療3

休日当番医・小児科救急当番医・休日歯科診療
　当番医および診療科目は変更する場合がありますので、当日の新聞または事前に
医療機関へ確認してください。緊急時のみ利用してください。 

休日当番医
小児科救急当番医
休日歯科診療

■日午前9時～正午、午後1時～5時（受付：午後4時30分まで）
■日火・木曜　午後6時30分～9時30分（受付：午後9時まで）
■日午前9時～正午（受付：午前11時30分まで）
■場 休日歯科診療所（総合保健福祉センター内）☎86－0903　■持 健康保険証

小児救急医療電話相談　子どもの急な病気やけがなど気軽に相談してください。看護師などが相談に応じます。
北播磨圏域子ども医療電話相談
　午後6時～10時（祝日・年末年始を除く）☎62－1371

兵庫県子ども医療電話相談
　月～土曜　午後6時～翌日午前8時　　日曜・祝日・年末年始　午前8時～翌日午前8時
　プッシュフォン・携帯電話・スマートフォン　☎＃8000
　ダイヤル回線・IP電話　☎078－304－8899

日日時　場場所　対対象　内内容　講講師　期募集・受付期間　費費用　持持ち物　託託児　休休み
申申込（　電話　窓窓口　郵郵便　FAXファックス　　E-mail　　インターネット）
定定員（先先着　抽定員を超えると抽選） 問問い合わせ（　電話番号・FAXファックス・ 　E-mail）

記号の意味
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　チャイルドシートの
　貸し出し
■日 12月21日（土）
午前9時30分～11時

■場市役所北玄関
■期 12月20日（金）まで　
■申■☎■窓
■定□先 14名
　（11/20現在。1月分受付可）
幼児用シート（ＩＳＯＦＩＸ型も）
の寄贈をお願いします。

ボランティアも募集中。
■問・■申■込（市）生活環境課

児童センター
■申■窓■FAX■　詳細は
ホームページで確
認してください。　
■問☎82－2069
■休第4日曜、年末年始
（6ページ参照）

　開館時間　
午前9時～正午、午後1時～5時
　
ベビーマッサージ
■日 12月16日（月）
午前10時30分～正午

■場教育センター　4階和室
■対当日3～4カ月の乳児と母親
■期 12月10日（火）まで
■定□抽 10組程度

ファミリーDay
みんなでクリスマスを楽しもう！
■日 12月21日（土）
午前10時30分～11時30分

■場児童センター　遊戯室
■内ファミリーで人形劇や歌、クリ
スマス工作など

親子の絆づくりプログラム
「きょうだいが生まれた！」
（BP2）
■日 令和2年1月15日～2月12日
（水曜　全5回）
午前10時～正午

■場市民活動センター　2階和室
■対初日に生後2～5カ月の乳児
　（就学前の兄姉がいる第2子以
降）と母親（第1子でのBP受
講者も可）

■内親子の絆・子育ての仲間づく
り、少し先を見通した子育て
の知識を得る

■期 12月25日（水）まで（土日祝除く）
■費 テキスト代1,100円
■申■☎■窓　■定□先 10組
■問・■申■込神和認定こども園
　　　　　☎82ー7363

ホームページ
はこちら

子育て
吉川児童館
■申■窓■FAX■　詳細は
ホームページで確
認してください。　
■問☎72－2220
■休日曜、月曜、祝日、年末年始
（6ページ参照）

　開館時間 
午前9時～正午、
午後1時～4時30分

やってみよういろいろ体験
Happy Holidays！
～クリスマス☆プチパーティー～
■日 12月14日（土）
午前10時～11時50分

■対小学生
■期 12月10日（火）まで
■費 100円　 ■定□先 16名

ホームページ
はこちら

遊びに来てね！子育てキャラバン
10：00～11：30（申込不要）

■問児童センター　☎82－2069

絵本の読み聞かせやふれあい遊びなど、親子で楽しいひと時を過ごしませんか。
専門家による相談ができます。

■場・■問吉川児童館　☎72－2220
日　　時内　　　　容

あかちゃんひろば
わくわくひろば

13日㊎　10：30～
25日㊌　10：30～

ちいさなクリスマス ○保
よかわの森のクリスマス ○保

場 所 ・ 内 容日時

みんなであそぼう

赤ちゃんあつまれ

自由が丘公民館○臨
別所町公民館○保
青山公民館：リズム遊び ○作
児童センター：12月生まれの誕生会 ○栄
緑が丘町公民館○保
志染町公民館○保
細川町公民館 ○栄
児童センター○保

11日㊌
12日㊍
13日㊎
18日㊌
19日㊍
23日㊊
25日㊌
24日㊋

○保保健師　○栄栄養士　○臨臨床心理士　○作作業療法士

　家族介護者交流会
■日 12月12日（木）　午後1時～3時
■場教育センター　3階セミナー室2
■対高齢者の介護をしている方、ま
たはしていた方

■内クリスマスアレンジフラワー
■期 12月2日（月）～9日（月）
■費 1,000円
■持剪定ばさみ、持ち帰り用の袋
■申■☎■窓
■問・■申■込（市）介護保険課
　　　　介護予防係

　ごみ出しマナー　正しい
　分別とごみ袋の使用を
　ごみの分別・日時など決められ
たルールが守られていない場合、
ごみステーションに取り残しとな
りますので注意してください。
・可燃ごみ、資源プラスチック→
　それぞれの指定袋
・あらごみ、埋立ごみ、ペットボ
　トル、紙パック→透明または半
　透明のごみ袋
　ごみの分別は、ごみなんでも帳
（平成29年改訂版）、市ホームペ
ージ、ごみ分別アプリで確認して
ください。
■問清掃センター　☎83ー2608

　Hello Friends
　（ALT英会話サービス）
　WEB「三木市学校教育課」で
検索
■問（市）学校教育課

　

※政治家本人が結婚披露宴、葬式などに自ら出席してその場で行う場合
　は罰則が適用されない場合があります。
■問（市）選挙管理委員会

 　水銀使用製品の分別回収にご協力を
　蛍光灯・電池など暮らしの中の身近な製品に、水銀は含まれています。
水銀を含む廃棄物が適正に処理されないと、環境汚染や健康被害をもた
らすおそれがあります。令和2年4月から、水銀を含んだ廃製品の埋立ごみ
の出し方が一部変更になります。
　対象となる製品は、他の埋立ごみと分けて、別の透明または半透明の
袋に入れてごみステーションに出してください。
　詳細は2020年のごみカレンダーと一緒にお
知らせを配布しますので、確認してください。
▼対象製品　蛍光灯、乾電池、ボタン電池、
水銀温度計、水銀体温計、水銀血圧計
■問清掃センター　☎83ー2608

　使用済小型充電式電池は販売店などへ　
　埋立ごみに混入したスマートフォンの充電器（モバイルバッテリー）
などが原因の発火が頻繁に発生しています。重大な火災に繋がる恐れが
あり、危険です。
　モバイルバッテリーなど、ニカド、ニッケル水素、リチウムイオンな
どが使用されている製品は、法律によりメーカーの再資源化が義務付け
られているため、市では収集・処理ができません。
　家庭で使わなくなったモバイルバッテリーなどは、近くの携帯電話販
売店や家電量販店（モバイル・リサイクル・ネットワーク協力店）で引
き取ってもらうようにしてください。
■問清掃センター　☎83ー2608

※

※

くらしの情報
日日時　場場所　対対象　内内容　講講師　期募集・受付期間　費費用　持持ち物　託託児　休休み
申申込（　電話　窓窓口　郵郵便　FAXファックス　　E-mail　　インターネット）
定定員（先先着　抽定員を超えると抽選） 問問い合わせ（　電話番号・FAXファックス・ 　E-mail）

記号の意味

く ら し

21



三木市役所・〒６７３－０４９２　上の丸町１０－３０・　82−2000 22広報みき ２０１９．12

み
っ
き
ぃ
ナ
ビ

健　

康

く
ら
し

相　

談

募　

集

子
育
て

人
権
の
目

施　

設

カ
メ
ラ
日
記

催　

し

教
室
・
講
座

　頭の健康チェック
■日①12月18日（水）
②12月24日（火）
午前10時～午後4時

■場中央地域包括支援センター
①西部サブセンター
　（ハートフルプラザ2階）
②吉川サブセンター
　（吉川健康福祉センター）

■内 20分程度の対話形式の記憶力
チェック、結果説明、健康相
談など　

■期①12月2日（月）～17日（火）
②12月2日（月）～20日（金）

■申■☎　■定□先各5名
■問・■申■込
中央地域包括支援センター
①西部サブセンター
　☎83ー0160
②吉川サブセンター
　☎72ー2222

　あなたと家族のための　
　エンディングノート
　～もしもの時に備えて～
■日 令和2年1月18日（土）
　 午後1時30分～3時15分
■場教育センター　4階大研修室
■講中井さとみさん（行政書士）
■期 12月2日（月）～令和2年1月10日
（金）
■申■☎■FAX ■　住所、氏名、電話番号
を明記し、申し込んでください。

■定□先 80名
■問・■申■込（市）介護保険課

地域包括支援センター
☎89ー2337
　82ー5500
　kaigo@city.miki.lg.jp
　

　映像で学ぶ！
　はじめての「成年後見制度」
■日 12月20日（金）
午前10時～11時

■場総合保健福祉センター
■内成年後見制度の内容と後見人の
役割（出前講座も受付中）

■期 12月2日（月）～19日（木）
■申■☎■FAX ■　住所、氏名、電話番号
を明記し、申し込んでください。

■問・■申■込成年後見支援センター
　☎83ー0226　　86ー0860
　　chiiki@miki.or.jp

　男女共同参画セミナー
　起業セミナー
■日 令和2年1月20日、27日
（月曜　全2回）
午前10時～11時30分

■場教育センター　3階セミナー室2
■内自分らしい生き方をかなえるた
めのネットショップ開設講座

■講土出麻美さん（ウェブライター、
ブログ運営）

■持スマートフォン、タブレットなど
■申■☎■FAX ■　住所、氏名、電話番号
を明記し、申し込んでください。

■定□先 10名
■託 1歳～未就学児
（■期 12月26日（木）まで）
■問・■申■込男女共同参画センター

こらぼーよ
☎89ー2331
　jinken@city.miki.lg.jp
　

教室・講座

FAX

FAX

　中央公民館　■申■☎■窓
■場・■問・■申■込 ☎82－2007

超初心者向けiPhone入門講座
やさしいLINE（2カ月コース）
■日 令和2年1月8日～2月19日
（水曜　全6回）午前10時～正午
■対 iPhoneでLINEを使いたい方
■内 LINEの基本から活用まで
■費 4,600円（1カ月/3回）
■持 iPhone
■定□先 16名（6名以上で開講）

アロマ健康まめ講座⑤
健康のバロメーターはお肌
から～美と健康のためのト
リートメントケア～
■日 令和2年1月8日（水）
午前10時～11時30分

■対 18歳以上の方
■講 稲田光夕希さん
■内アロマを使った日常に役立つお
肌ケアの実践など

■期 12月20日（金）まで
■費 1,500円（教材費込）
■持 ハンドタオル
■定□先 15名

　みそづくり教室
■日 令和2年1月22日（水）
午前10時～午後0時30分

■対 18歳以上の方
■内黒豆を使った味噌作り
■講山田錦の館　彩雲みそ加工グルー
プ
■期 12月27日（金）まで
■費 4,400円（教材費込）
■持作った味噌5㎏を入れる容器、
エプロン、三角巾、マスク、使
い捨て手袋

■定□先 20名

　全国国公立幼稚園・こども
　園ウィークin三木
■日 12月10日（火）～16日（月）
　 午前8時30分～午後8時
（16日は午後3時まで）
　 午後6時～8時は照明が暗くな
ります。

■場市役所　3階プロムナード
■内市立幼稚園・こども園の歴史
や園児の造形、写真で見る就
学前教育などを展示

■問自由が丘幼稚園
☎85ー1200

　古民家ウエディング　
■日 12月14日（土）　 正午～
■場大宮八幡宮、旧玉置家住宅
■内外国の方が日本の文化を味わう
古民家ウエディング、見学可

■問（市）観光振興課　観光振興係

　親子で楽しむ
　クリスマスコンサート♪
　～三木室内管弦楽団～
■日 12月15日（日）
　 午後1時30分～2時30分
■場緑が丘町公民館　2階中会議室
■内乳幼児から気軽に聴ける生演奏。
絵本「スノーマン（雪だるま）」
の朗読とともに。

■問緑が丘町公民館
☎85ー7011

教室・講座

　第72回三木市成人式
■日令和2年1月12日（日）
午前11時～午後1時30分
受付：午前10時～

■場文化会館　大ホール
■対平成11年4月2日～12年4月1
日までに生まれた方
現在三木市に住んでいない方、
案内はがきがない方は直接会
場にお越しください。

■問（市）生涯学習課

　第36回隣保館文化祭　
■日 12月7日（土）　 午前9時～午後8時
　　 12月8日（日）　 午前9時～午後4時
■場総合隣保館、志染保育所
■内・作品展示・催物
・前夜祭　■日 12月7日（土）　 午後6時～7時15分
　ああ～めでたい！ふれあい夜神楽
・開会行事　■日 12月8日（日）　 午前9時30分～
▼記念講演　 午前10時～11時30分
▼テ ー マ　 新しい視点から部落問題を考える
　　　　　　　～部落問題研究40年からみえてきたもの～

■講石元清英さん（関西大学名誉教授）
・舞台発表　■日 12月8日（日）　 午後0時45分～4時

■問総合隣保館　☎82ー8388

　普通救命講習（Ⅰ･Ⅱ）
（Ⅰ）基礎的な心肺蘇生やAEDを使
った講習など

（Ⅱ）（Ⅰ）に加え、筆記・実技試験
■日（Ⅰ）12月14日（土）
　 午前9時～正午
（Ⅱ）12月8日（日）
　 午前9時～午後1時

■場消防本部
■申■☎■窓　■定□先各30名
■問・■申■込（市）消防署　救急救助課
　　　　☎89ー0173

　高齢者生きがいセミナー

①在宅・施設での看取り介護につ
いて
②兵庫県立消費生活総合センター
と喜楽館を訪ねて
■日①令和2年1月27日（月）
　午前10時～11時30分
②令和2年2月5日（水）
　午前9時～午後5時30分

■場高齢者福祉センターほか
■対市内在住の60歳以上の方
■期 12月2日（月）～4日（水）
■費無料（②別途負担金が必要）
■申■☎■窓　■定□抽 33名
■問・■申■込高齢者福祉センター
　　　　☎86ー0800

くらしの情報
日日時　場場所　対対象　内内容　講講師　期募集・受付期間　費費用　持持ち物　託託児　休休み
申申込（　電話　窓窓口　郵郵便　FAXファックス　　E-mail　　インターネット）
定定員（先先着　抽定員を超えると抽選） 問問い合わせ（　電話番号・FAXファックス・ 　E-mail）

記号の意味
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募 集

　国際交流協会
　2019 International
　Party in Miki
■日 12月15日（日）　午後2時～4時
■場市民活動センター
■内市内外在住の外国人と多文化交
流ができるパーティー

■期 12月6日（金）まで
■費一般1,000円、会員500円
　（予約なしは一般扱い）
■申■☎■窓■郵■FAX ■　住所、氏名、電
話番号を明記し、申し込んで
ください。

■問・■申■込国際交流協会
☎　89ー2318

　kokusai@city.miki.hyogo.jp

　あじさいの植栽イベント
　～すべての人が幸せにな
　れるあじさい園づくり～
■日 令和2年1月25日（土）、26日（日）
（小雨決行）
①午前10時～正午
②午後1時～3時

■場三木ホースランドパークふれあ
いの森

■内あじさい園開園に向けての植裁。
抽選会、ぜんざいのふるまいな
ど。

■申■☎■FAX 住所、氏名、電話番号、
希望日時を明記し、申し込んで
ください。

■問・■申■込（市）観光振興課
　　　　観光振興係

　82ー2019

シルバー人材センター
■問・■申■込 ☎82－0600

出前入会説明会　
■日・■場①12月2日（月）

緑が丘町公民館
②12月6日（金）
中央公民館
③12月9日（月）
吉川町公民館
④12月13日（金）
自由が丘公民館
いずれも午後1時30分～

　また、毎月第１・3水曜（祝日
除く）、第2水曜（女性専用）に
当センターでも入会説明会をし
ています。
空き家などの管理を代行　
　空き家などの所有者に代わって
管理のお手伝いをします。
■内目視での現状確認と報告書作成
■費 2 ,500円/回

　住まいの耐震化

①住宅簡易耐震診断
■対昭和56年5月以前に建築され
た住宅（プレハブ住宅を除く）

②危険ブロック塀等撤去費補助
■対危険なブロック塀などの撤去
工事をする方

■期 12月27日（金）まで
■申■窓事前に問い合わせの上、お
越しください。

■定①□先 10件②□先 3件
■問・■申■込（市）建築住宅課　建築係

　サンタがうちにやってきた
　～訪問家庭の募集～
■日 12月24日（火）
　午後6時30分～9時
■対市内在住で小学校入学前の子ど
もがいる世帯（兄弟姉妹での複
数受付可）

■内保護者から事前に預かったクリ
スマスプレゼントやメッセージ
をサンタが子どもたちへ手渡し
ます。

■期 12月9日（月）まで。 後日詳しい
資料を送付します。

■費 500円/世帯
■申■FAX ■　郵便番号、住所、保護者
氏名、携帯電話番号、子ども
の名前・人数を明記し、申し
込んでください。

■定□先 60名
■問・■申■込三木商工会議所青年部

☎82ー3190
　82ー3192
　yeg@mikicci.or.jp

FAX

FAX

FAX

申込はこちら

　市文化芸術賞候補者

■対市内に居住または主たる活動の
場を有し、2019年中に展覧会
やコンクールなどで優秀な成績
を収めた個人または団体

■期令和2年1月10日（金）まで
■申■窓■郵以下の書類を提出してく
ださい。
①文化芸術賞推薦書（市役所5
　階文化・スポーツ課にありま
　す）
②展覧会やコンクールの概要・
　結果がわかる資料

■問・■申■込（市）文化・スポーツ課
　　　　文化芸術係

　第27回みっきぃふれあいマラソン

■日 令和2年3月1日（日）　雨天決行
■場三木総合防災公園
■対 10kmの部は約80分以内で走れる方（伴走が必要な場合は、申込書の連
絡欄に明記してください）

■期令和2年1月10日（金）まで
■費・小学生　　　500円
・中学生　　1,000円
・高校生　　1,500円
・一　般　　3,500円
・ファミリー　500円/人

■申■窓■郵■
①郵便局より払込
②郵便小為替、現金書留による郵送
③事務局へ持参
④インターネット（ランテスhttp://runnet.jp/）

■問・■申■込（市）文化・スポーツ課　スポーツ係

　ワールドマスターズゲームズ
　PR企画　テニスイベント
　プロテニスプレーヤー清水悠太
選手のプレーを間近で見られま
す。
■日 12月22日（日）
①午後1時30分～
②午後3時30分～

■場三木山総合公園　テニスコート
■対市内在住・在勤・在学の中学生
以上でテニスが好きな方

■期 12月12日（木）まで
■申■窓■郵■FAX市役所5階文化・スポ
ーツ課、市ホームページにあ
る申込用紙に必要事項を明記
し、申し込んでください。

■定□抽各20名
■問・■申■込（市）文化・スポーツ課
　　　　スポーツ係
　　　　　83ー3699

　第25回市民3on3バスケ
　ットボール大会
■日 12月21日（土）　当日受付
■場三木コミュニティスポーツセン
ター

■対市内在住・在勤・在学で構成さ
れるチーム（3～4名/チーム）

■費 2,000円/チーム
　詳しくはバスケットボール協会
のホームページで確認してくださ
い。
■問（市）文化・スポーツ課
スポーツ係

　市民駅伝競走大会

■日 令和2年1月11日（土）　
■対①小学生の部：市内の小学5・6
　年生（5名/チーム）
②一般の部：市内在住・在学・
　在勤の中学生以上（5名/チ
　ーム）

■期 12月13日（金）まで
■申■窓■　市役所5階文化・スポーツ
課にある申込用紙に必要事項
を明記し、申し込んでください。

■定①1校4チーム以内
②特になし

■問・■申■込陸上競技協会　野田さん
（三木東中学校）
☎83ー1600
　hqtwf905@yahoo.co.jp

FAX

くらしの情報
日日時　場場所　対対象　内内容　講講師　期募集・受付期間　費費用　持持ち物　託託児　休休み
申申込（　電話　窓窓口　郵郵便　FAXファックス　　E-mail　　インターネット）
定定員（先先着　抽定員を超えると抽選） 問問い合わせ（　電話番号・FAXファックス・ 　E-mail）

記号の意味
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鞴祭り　
■日 12月1日（日）
午前10時～　

■場金物神社（上の
丸町）

■内式典に続き金物
資料館横の古式
鍛錬場で小刀の
古式鍛錬を披露。

■問三木金物商工協同組合連合会　☎83ー5305

冬の義民祭　
■日 12月8日（日）
午後0時30分～　

■場本長寺（府内町）
■内江戸時代に羽柴
秀吉の免租の制
札を持ち、徳川
幕府に直訴した
岡村源兵衛、大西与三右衛門の両義民の遺徳をし
のぶ墓前祭。

■問（市）市民協働課

　旧玉置家住宅　入場無料
■休火曜、年末年始（6ページ参照）

　 ▼開館時間　午前10時～午後4時
三木古文書塾
　■日 12月18日（水）　午前10時～正午

　旧小河家別邸　入場無料
■休年末年始（6ページ参照）

　 ▼開館日　木～日曜　午前10時～午後4時

玉置さん家のお酒まつり－三木の酒米「山田錦」で造られた銘酒が勢揃い－　
　品質・生産量日本一を誇る良質の酒米「山田錦」の生産地をPRし、
風味豊かな銘酒を味わう日本酒イベントを開催します。
■日 12月8日（日）　午前10時～午後3時　
■場旧玉置家住宅
■内・銘酒の試飲（有料）　 　　　　 ・お楽しみ抽選会
・日本酒に合う一品料理の販売　  ・日本酒PRコーナー
・日本酒を楽しむ演奏　など

ホームページはこちら

見ごろ聞きどき
■問観光協会　☎83－8400
■休火曜、年末年始（6ページ参照）

三木の初詣　
大宮八幡宮（本町2丁目） 
お神酒、甘酒のふるまい、
除夜の鐘とともに縁起物
を進呈。
岩壺神社（岩宮） 
三が日にお神酒、甘酒の
ふるまい。
御坂神社（志染町御坂） 
元旦に古代米の甘酒とお神酒のふるまい。
□先 1,000名
若宮神社（吉川町稲田） 
新春奉納太鼓（吉川錦太鼓）
■日令和2年1月1日（水）　午前0時～
八雲社（久留美） 
元旦にお神酒、甘酒のふるまい。
伽耶院（志染町大谷） 
三が日に御宝銭を授与。□先 500名
三が日（午前10時～午後4時）に限り、国指定重
要文化財の拝観や護摩供養などができる。
雲龍寺（上の丸町） 
除夜の鐘がつける。
工事中のため、足元に注意してください。
蓮花寺（口吉川町蓮花寺） 
除夜の鐘がつける。
法界寺（別所町東這田） 
除夜の鐘がつける。
正法寺（別所町正法寺） 
元旦（午前10時～正午）に曼茶羅の丘（野外仏像
群）の護摩堂で祈祷護摩。
法光寺（吉川町法光寺） 
除夜の鐘がつける。
うどんのふるまい。
■日 12月31日（火）　
　 午後11時～

ふいご

ち

まん

きとう

だ ら

職員募集　詳しくはホームページで確認または、問い合わせてください。
▼採用期間　令和2年4月1日～3年3月31日

職　　種 応　募　資　格

応　募　資　格

アフタースクール支援員
■定 7名程度

■期 12月6日（金）～27日（金）　　▼試験日　令和2年1月19日（日）
■申■窓■郵履歴書、資格を有する方は資格証などの写し、希望の職種を明記し、提出。
■問・■申■込（市）教育・保育課　アフタースクール係

保育士、社会福祉士、教員免許などの資格を有するまたは放課後児童
支援員認定資格研修修了者（修了予定者含む）

設置手話通訳士・者
■定通訳士1名　通訳者3名

アフタースクール補助員
■定 13名程度 上記または上記以外で児童の保育に熱意がある

▼採用期間　令和2年4月1日～3年3月31日
職　　種 応　募　資　格

障害福祉サービス専門員　■定 3名

■期 12月2日（月）～令和2年1月10日（金）　　▼試験日　令和2年1月19日（日）
■申■窓■郵市役所3階障害福祉課、市ホームページにある受験申込書、受験票などを提出。
■問・■申■込（市）障害福祉課

官公庁にて障害福祉関係事務の経験を有する

こころの相談窓口相談員　■定 1名

設置要約筆記者　■定 2名

社会福祉士もしくは精神保健福祉士資格を有する

手話通訳士・通訳者の資格を有する

要約筆記者の資格を有する

▼採用期間　令和2年4月1日～3年3月31日
職　　種

消費生活相談員
■定 1名

■期 12月2日（月）～13日（金）　　▼試験日　12月19日（木）
■申■窓■郵市役所2階生活環境課、市ホームページにある受験申込書、資格の写し、論文を提出。
■問・■申■込（市）生活環境課

消費生活アドバイザーまたは消費生活専門員資格認定を有する

　県営住宅の入居者

　市内にある県営住宅の入居申込を受け付けます（所得制限などの申込資格要件があります）。
■期 12月2日（月）～6日（金）　▼抽選日　12月10日（火）　▼入居日（予定）　令和2年2月中旬
■申■窓市役所2階建築住宅課にある申込書に必要事項を明記し、提出してください。
▼留意事項　・抽選で落選した方は、今後空き家が発生した場合の待機登録者となります（抽選から1年間有効）。

・高齢者・障がい者世帯は人数要件に緩和あり。

■問・■申■込（市）建築住宅課　住宅係

三木大塚鉄筋
三木大塚第2鉄筋

三木高木鉄筋

1・2・4階
1階
1～3階
4階

3K
3DK
3DK
3DK

単身可

3人以上世帯用

2人以上世帯用

4
1
15
2

募集戸数区　　分タイプ階　数住　宅　名

日日時　場場所　対対象　内内容　講講師　期募集・受付期間　費費用　持持ち物　託託児　休休み
申申込（　電話　窓窓口　郵郵便　FAXファックス　　E-mail　　インターネット）
定定員（先先着　抽定員を超えると抽選） 問問い合わせ（　電話番号・FAXファックス・ 　E-mail）

記号の意味
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みき歴史資料館　
■問・■申■込☎82－5060　■休月曜

体験教室「干支の置物（陶器）を作ろう」
　■日 12月8日（日）

午後1時30分～4時
　■場 3階市民活動支援室
　■講 藤原義明さん
（市美術協会）

　■費 1,500円
　■申■☎■窓　■定□先 10名
企画展「担当学芸員による展示解説」
　■日 12月14日（土）　午後2時～4時
　■場 2階企画展示室　■定□先 20名
歴史講座④「文献史料から見た三木合戦」
　■日 12月22日（日）　午後1時30分～3時
　■場 3階講座室　　■定□先 80名

　別所ふるさと交流館
■問☎88－8035　■休月・火曜

刃物研ぎ
　■日 12月18日（水）　午前9時30分～11時
　■費包丁類450円～、はさみ類550円～
餃子定食の日（さとの会）
　■日第2、4金曜　午前11時30分～午後1時
　■費定食500円（コーヒー券付き）
　　 持ち帰り300円（7個）
混声合唱団「わいわい・がやがや」～楽しくレベルアップ～
　■日 第2土曜　午前10時～11時40分

　山田錦の館　■問☎76－2401　■休月曜

刃物研ぎ　■日 第1、3日曜　午前9時～11時30分

　三木総合防災公園
■問☎85－8408
三木総合防災公園和凧づくり教室
　■日 12月22日（日）　午前9時30分～正午
　■場 陸上競技場内会議室
　■内 駒凧作り　■費 500円/枚　■申■☎■窓　■定□先 30名

市役所　みっきぃホール　
■問（市）財政課　
2コ2コ会合同創作展
　■日 12月10日（火）午後1時～14日（土）午後3時　
書道きらきら展
　■日 12月17日（火）～22日（日）午後2時　

堀光美術館
■問☎82－9945　■休月曜

企画展　第44回　グループしぶがき展
　■日 12月8日（日）～22日（日）　
■内 1970年に結成された地元作家グループ「グルー
プしぶがき」が若い作家を加えて活動中。絵画、
書、写真、工芸など広い分野で新しい作品を展示

さんさんギャラリー オアシス
■問☎87－2633　■休水曜

スポーツクラブWith活動展
　■日 12月14日（土）～27日（金）

三木山総合公園　総合体育館　
■問・■申■込☎83－4445　■休木曜

キャンドルヨガ
　■日 12月21日（土）、23日（月）　
　　午後7時30分～8時45分　
　■対 18歳以上の方　■費 1,500円/回
　■持 運動用の服、タオル、飲料
■申■☎■窓　■定□先各15名
●屋内プール休館日　■問☎83－4442
　■休木曜、15日（日）、22日（日）

ハーブ工房みきヴェルデ
■問☎60－4025

「つや庵」手作り和菓子と季節の旬菜の販売
　■日 土・日曜のみ（1日、28日、29日除く）
　　午前11時～午後3時
　　売り切れ次第終了
　■場飲食物産館駐車場

三木ホースランドパーク
■期12月1日（日）～　■申■☎■窓
■問・■申■込☎0120－816－892

第11回JRAジャパンブリーディングホースショー
（障害飛越）　
　■日 12月6日（金）～8日（日）　■場エクウスの森
新春の森・森林浴8㎞ウォーク（要申込）
　■日 令和2年1月13日（月）　■場ホースランドパーク
椎茸ほだ木作り（要申込）
　■日 令和2年1月25日（土）　■場キャンピングセンター

　道の駅みき
　■問☎86－9500

刀剣展示即売会
　■日 12月7日（土）

8日（日）
道の駅&地域交流　お正月用焼鯛・鏡餅の受注会
　■日 ～12月25日（水）
刃物研ぎ　■日 土曜　午前8時～11時
年末年始は営業時間が変更になります。詳細はホー
ムページをご覧ください。

三木山森林公園
■期12月2日（月）～　■申■☎■窓
■問・■申■込☎83－6100　■休水曜

野鳥の素顔を間近に見てみよう（要申込）
　■日 令和2年1月11日（土）　午前9時30分～正午
　■場森の研修館　会議室B、園内
三木山チャレンジ“初春”～元気に外遊び～（要申込）
　■日 令和2年1月12日（日）　午前10時～午後3時
　■場森の研修館　研修室、中庭
三木山の木でシイタケを自家栽培（要申込）
　■日 令和2年1月25日（土）　午前10時～正午
　■場森の研修館　研修室、中庭

　メッセみき
　■問☎86－9500
カーオーディオ試聴
ミーティング　
　■日 12月8日（日）
別所農業まつり＆JAみのり感謝祭　■日 12月15日（日）
フリーマーケット　■日 12月21日（土）
第50回関西舞子サンデー　■日 12月22日（日）

■問・中央図書館　☎83－1313　■休 26日（木）
・吉川図書館　☎72－1108　■休 26日（木）
・青山図書館　☎87－8000　■休 28日（土）

年末年始の休館情報は6ページ参照

図書館

クリスマスおはなし会＆工作
　■日 ①12月8日（日）　②12月14日（土）
　　午前11時～11時30分
　■場 ①中央図書館　1階視聴覚室

②青山公民館　1階多目的室

みき人形劇リレー
　■日 12月22日（日）
　　午前11時～11時30分
　■場中央図書館　1階視聴覚室
　■内たけのこによる「おむすびころりん」
　■定満員になった場合は入場を制限します

本とあそぼう　全国訪問おはなし隊
　■日 12月15日（日）

①午前10時30分～11時40分
②午後3時～4時10分

　■場①吉川図書館　②青山図書館
　■対幼児～小学校低学

年以下の子どもと
保護者

■内 550冊以上の絵本
を積んだキャラバ
ンカー見学とおは
なし会

●年末年始の休館により、下記の期間は貸出冊数・期間を変更します。

中央図書館
吉川図書館

館　　名 期　　間 貸出冊数・期間

青山図書館
自由が丘公民館図書コーナー

12月15日（日）～28日（土）

12月14日（土）～27日（金）

10冊 → 20冊
2週間 → 3週間
10冊 → 20冊
2週間 → 3週間

▲ワラビ餅

日日時　場場所　対対象　内内容　講講師　期募集・受付期間　費費用　持持ち物　託託児　休休み
申申込（　電話　窓窓口　郵郵便　FAXファックス　　E-mail　　インターネット）
定定員（先先着　抽定員を超えると抽選） 問問い合わせ（　電話番号・FAXファックス・ 　E-mail）

記号の意味

施設イベント
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16万8千人のお客さんで賑わいました
三木山総合公園で三木金物まつり
　金物古式鍛錬や金物展示直売会、体験コーナー、ステージイベントなど盛り
だくさんで、市内外からたくさんの人が訪れました。（11月2日、3日）
①ステージイベント　　　　⑥金物展示・直売会　　　　　　　
②ブックスタンド作り　　　⑦ステージイベント　　　　
③会場風景　　　　　　　　⑧包丁研ぎ講習会　
④鋸目立　　　　　　　　　⑨金物鷲
⑤金物古式鍛錬　　　　　　⑩丸太切り競争

1

神戸電鉄粟生線活性化協議会からのお知らせ

粟生線スタンプラリーを実施中
▼開催期間　12月15日（日）まで
▼スタンプラリー設置箇所
①三木上の丸駅、三木駅など4駅
②三木鉄道ふれあい館、
　吉川温泉よかたん・山田錦の館など4カ所

▼賞品　①②の各1カ所のスタンプを押印し、応募した
方に抽選で50名に神戸電鉄1日フリーパス券を贈呈。
さらに、所定の条件を満たした応募者のうち10名に
ご当地ならではの賞品を贈呈。

■期 12月20日（金）消印有効
■申■郵粟生線各駅や市役所2階交通政策課にあるイベントチラシ（応募はがき）にスタンプを押印し、申し込
　んでください。
■問（市）交通政策課

2

3 4 5

7 8

6 9 10

まちづくりを考える
市民活動センターでみきボランタリーフェスタ
　さまざまなボランティア活動を体験したほか、地域との
つながりや支えあいについて考えました。（11月17日）

願いを込めて空高く
志染小学校でキジの放鳥
　キジの鳴き声や雄と雌の色の違いを教えてもらった後、
数名ずつで放鳥しました。勢いよく羽ばたいていく姿に歓
声が上がりました。（11月1日）

貴重な経験を未来の自分へ
市内205カ所でトライやる・ウィーク
　各市立中学校・三木特別支援学校中学
部2年生がそれぞれの関心や希望によっ
て、市内の事業所などで体験活動を実施
しました。貴重な体験をし、充実した1週
間となりました。受け入れ先の皆様、あ
りがとうございました。（11月11日～15日）

児童センター　子
育てキャラバン事

業体験
エフエムみっきぃ　収録体験

ハーブ工房みきヴェルデ

レモングラス選別体験

三木ホースランドパーク乗馬体験

消防本部　
防火衣着装体験

のこ め たて
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進むデジタル教育

授業をよりスピーディーに進められます

児童の思考がさらに広がることを期待しています

アプリをダウンロードし、お
住まいの地域を「兵庫県三木
市」に設定するとスマートフ
ォンに広報みきが届きます。

各部ごとの市政情
報のほか、防災情
報、図書館情報な
どを発信します。

イベント、季節の見
どころなど三木市の
旬な情報や防災情報
を発信します。

　三木市の情報をSNSやスマートフォンアプリで配信しています。下記QRコードを読み取りアクセスしてください。

　タブレットを導入して変わったと感じることは、児童が自ら作った新聞
などの成果物に、より興味・関心を持ってくれたことです。
　タブレット導入後、疑問に思ったことを手軽に調べられるようになった
ことや児童間での考えや意見の共有などをしやすくなったことで、より深
い思考の中で新聞などの作品ができているからだと考えています。
　教師にとっても、以前はプロジェクタのそばで説明をしていたデジタル
教科書の内容を、児童の横で、一人一人の理解度を確かめながら取り扱え
るようになったので、授業が進めやすくなりました。

　タブレットを導入する前は、児童が考えたことを把握するため、全員分
のノートを集めたり、教室中を歩いて回ったりする必要がありました。
　今では、児童がタブレットに書いた内容を私の端末でリアルタイムで確
認できるため、児童一人一人が考えていることを、より把握しやすくなり
ました。
　児童の中には、発表が苦手なだけで素晴らしい考えを持っている子もい
ます。一人一人が考えていることを以前よりも授業で活かせるようになっ
たことがタブレットを導入して一番良かったことだと思います。

4年生担当
山口先生

6年生担当
武田先生

今月号の特集（2, 3ページ）でも紹介した三木市の新たな教育の形。
市内の全学校に計1,140台のタブレットを導入し、10月から授業での活用を開始しました。
今回、授業でタブレットを活用している先生に導入後の変化などについて伺いました。
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■問・（市）学校教育課
・教育センター　☎83ー2020


